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平成26年度国民健康保険証の郵送について

平成26年度「スコレー大学」受講者募集

身体障害者認定基準が変わります

新御坂トンネルの天井板撤去に伴う全面通行止めについて

笛吹市探訪～笛吹市の道祖神祭りを巡って笛吹市イメージキャラクター
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H26.1.31　日本を縦断して笛吹市をＰＲ　荻野誠亮さん壮行式（市役所南館前）　※関連記事…裏表紙
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負債の部
（これから支払うお金）

753億円（―）

純資産の部
（今までに支払ったお金）
1,367億円（＋10億円）

市のバランスシートを公 表します

公共資産
1,864億円
（＋9億円）

投資等
161億円
（＋1億円）

流動資産
95億円（―）

連結貸借対照表（要旨）平成24年度決算笛吹市

市債（一般会計分）

市債（公営事業会計分）

関係一部事務組合地方債

退職手当等引当金
59億円
（－）

（翌々年度以降返済期限がくる借金等）
⑤固定負債 693億円

（△6億円）
355億円

（+12億円）

267億円
（△18億円）

12億円
（－）

（翌年度に返済期限がくる借金等）
⑥流動負債 60億円

（+6億円）

54億円
（+5億円）

6億円
（+1億円）

753億円
（－）

翌年度償還予定市債等
（一般会計、公営事業会計 
一部事務組合分）

賞与引当金、未払金等

市のバランスシートを公 表します 市の資産は2,120億円市の資産は2,120億円
 平成24年度決算に基づき、笛吹市の連結貸借対照表
（バランスシート）を作成しました。
■問合せ先　財政課 財政担当 ☎055（261）2031

【貸　方】
（お金をどこから調達したか）

負債の部 （これから支払うお金）

純資産の部

⑦ 負債計（⑤+⑥）

1,367億円
（+10億円）⑧ 純資産（今までに支払ったお金）

⑨ 負債・純資産（⑦+⑧） 2,120億円
（+10億円）

※総務省方式改訂モデルを準用
　（　）内の数値は対前年度増減額

純資産
1,367億円
（＋10億円）

固定負債 
693億円
（△6億円）

流動負債
60億円

（＋6億円）

2,120億円
（＋10億円）

公共資産
1,864億円
（＋9億円）

投資等
161億円
（＋1億円）

流動資産
95億円（―）

　
貸
借
対
照
表
は
、「
市
が
こ
れ
ま
で
に
築
い
て

き
た
財
産
と
、
そ
れ
に
必
要
と
し
た
税
金
や
借
金

な
ど
の
資
金
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
」
を
読
み
取

れ
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、「
公
共
施
設
や
道
路
の
整
備
に
い
く
ら

お
金
を
使
い
、
そ
の
資
金
を
ど
う
や
っ
て
調
達
し
て

き
た
の
か
」
な
ど
、
そ
の
概
要
が
分
か
り
ま
す
。

　
市
全
体
の
資
産
は
一
般
会
計
だ
け
で
形
成
さ
れ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
般
会
計
の
貸

借
対
照
表
を
見
た
だ
け
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
市

全
体
の
資
産
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
一
般
会
計

の
他
に
国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事
業
な
ど
の
特

別
会
計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計
、
さ
ら
に
市
が

加
入
し
て
い
る
一
部
事
務
組
合
並
び
に
市
が
出
資

し
て
い
る
関
係
法
人
な
ど
を
全
て
包
括
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。（
詳
し
く
は
4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
会
計
の
貸
借
対
照
表
を
全

部
も
し
く
は
一
部
を
連
結
し
て

作
成
し
た
貸
借
対
照
表
が
笛

吹
市
の
連
結
貸
借
対
照
表
と

な
り
ま
す
。

純資産
1,367億円
（＋10億円）

2,120億円
(+10億円）

固定負債 
693億円
（△6億円）

流動負債
60億円

（＋6億円）

　
平
成
24
年
度
末
の
市
の
総
資
産
は
２
１
２
０

億
円
で
す
。
前
年
度
末
総
資
産
は
2
1
1
0
億

円
で
し
た
の
で
比
較
す
る
と
10
億
円
資
産
が
増

え
ま
し
た
。
資
産
の
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
公

共
資
産
が
9
億
円
、
投
資
等
が
1
億
円
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
資
産
10
億
円
の
増
加
に
対
し
て
、

貸
方
を
見
ま
す
と
、
負
債
総
額
が
増
減
な
く
、

純
資
産
が
10
億
円
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
借
金

を
増
や
さ
な
い
で
資
産
を
増
や
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
連
結
貸
借
対
照
表
の
作
成
に
よ

り
、
市
の
財
政
状
況
を
様
々
な
視
点
か
ら
把
握
・

分
析
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
連
結
貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
・
負
債
の
部
・

純
資
産
の
部
を
そ
れ
ぞ
れ
平
成
24
年
度
末
現
在
の

人
口
（
7
万
1
7
2
4
人
）
を
も
と
に
市
民
一
人

あ
た
り
に
置
き
換
え
て
算
出
し
た
の
が
、
右
の
図

で
す
。

　
こ
の
図
は
、
平
成
24
年
度
末
に
お
い
て
市
民
一

人
あ
た
り
2
9
6
万
円
の
財
産
を
保
有
し
て
お

り
、
そ
の
財
産
を
取
得
す
る
の
に
、
約
3
分
の
2

が
代
金
支
払
済
み
で
あ
り
、
残
り
の
約
3
分
の
1

が
借
金
等
で
現
在
返
済
し
て
い
る
状
況
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
子
や
孫
の
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
、

健
全
な
行
財
政
経
営
を
心
が
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
平
成
24
年
度
の
連
結
財
務
書
類
な
ど
に
つ

い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

連
結
貸
借
対
照
表
を

見
て
み
る
と
…

市
民
一
人
あ
た
り
に

置
き
換
え
る
と

①公共資産

売却可能資産

有形固定資産（土地、
公共施設設備、道路、
水路）
無形固定資産（ダム
使用権）

1,864億円
（+9億円）

1,844億円
（+9億円）

20億円
（－）

―

②投資等

投資及び出資金（出
資金、出えん金）
基金等（地域振興基
金、公共施設整備等
基金など）
長期延滞債権（市税・
保険料等滞納繰越分
未収金）

11億円
 （△4億円）

161億円
 （+1億円）

25億円
 （+3億円）

125億円
（+2億円）

資金（現金、預金、財
政調整基金減債基金）
未収金（市税・保険料
等現年度分未収金）

資産の部

④ 資産計（①+②+③）

負債等残高
105万円(35%)

支払済額
（純資産）
191万円(65%)

資産の部
2,120億円
（＋10億円）

市民一人当たりの貸借対照表図
資　産

296万円

土地、建物、
車、定期預金、
貯金、現金

③流動資産 95億円
 （－）

89億円
 （+1億円）

6億円
（△1億円）

2,120億円
（+10億円）

【借　方】
（お金を何に使ったか）
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連結対象とする範囲連結対象とする範囲
　市の連結対象となる会計等は、次の図のとおり22会計等となります。連結（合算）の方法は、全部連結と
比例連結があり、広域連合や一部事務組合は、経費の一部を市が負担しているため、経費負担割合に応じ
て連結します。

【普通会計】
　　笛吹市一般会計
【特別会計】
　　笛吹市国民健康保険特別会計
　　笛吹市介護保険特別会計
　　笛吹市介護サービス特別会計
　　笛吹市後期高齢者医療特別会計
　　笛吹市公共下水道特別会計
　　笛吹市農業集落排水特別会計
　　笛吹市簡易水道特別会計
【公営企業会計】
　　笛吹市水道事業会計
　　笛吹市営春日居地区温泉給湯事業会計
【広域連合】
　　山梨県後期高齢者医療広域連合
【一部事務組合】
　　山梨県市町村総合事務組合
　　山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合
　　東八代広域行政事務組合
　　東山梨行政事務組合
　　甲府・峡東地域ごみ処理施設事務組合
　　青木が原ごみ処理組合
　　東山梨環境衛生組合
　　峡東地域広域水道企業団
　　釈迦堂遺跡博物館組合
【第三セクター等】
　　公益財団法人　ふえふき文化・スポーツ振興財団
　　一般社団法人　笛吹市観光物産連盟

連結区分

全部連結

全部連結
全部連結
全部連結
全部連結
全部連結
全部連結
全部連結

全部連結
全部連結

比例連結

比例連結
比例連結
比例連結
比例連結
比例連結
比例連結
比例連結
比例連結
比例連結

全部連結
全部連結

1

2
3
4
5
6
7
8

9
10

11

12
13
14
15
16
17
18
19
20

21
22

会計名・団体名

「連結」を構成する会計、団体等のイメージ

普通会計（一般会計）
特別会計
公営企業会計

一部事務組合
広域連合

第三セクター等

笛吹市全体 連　　結

　現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有

効
期
限
は
、
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　平
成
26
年
度
の
新
し
い
保
険
証
を
3

月
下
旬
に
簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま

す
。
4
月
か
ら
は
今
お
持
ち
の
保
険
証

は
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
4
月
に

な
っ
て
も
新
し
い
保
険
証
が
届
か
な
い

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
国
保
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
、「
短

期
被
保
険
者
証
」
ま
た
は
医
療
費
が

一
旦
全
額
自
己
負
担
に
な
る
「
資
格

証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。
領
収
証

等
で
納
付
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
早
め

に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
行
く
た

め
、
笛
吹
市
の
家
族
と
離
れ
て
生
活

す
る
場
合
で
住
所
変
更
を
す
る
場
合
、

引
き
続
き
笛
吹
市
の
国
民
健
康
保
険

を
使
用
す
る
た
め
に
、
マ
ル
学
該
当

の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
在
学
証
明
書

○
国
民
健
康
保
険
証

○
印
鑑

　在
学
証
明
書
（
4
月
に
な
っ
て
か

ら
発
行
さ
れ
た
も
の
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

会
社
等
の
社
会
保
険
に

加
入
し
た
場
合

　国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続

き
を
国
民
健
康
保
険
課
窓
口
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
い
と
、

保
険
税
が
二
重
に
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

▼
持
ち
物

○
国
民
健
康
保
険
証

○
社
会
保
険
証

○
印
鑑

笛
吹
市
以
外
の
自
治
体
に
居
住

し
、
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
場
合

　①
②
の
順
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
持
ち
物

①
笛
吹
市

・
国
民
健
康
保
険
証

・
卒
業
し
た
こ
と
が
分
か
る
も
の

・
印
鑑

②
居
住
地

・
笛
吹
市
で
発
行
す
る
資
格
喪
失
証

明
書

・
印
鑑

笛
吹
市
に
居
住
し
、
社
会
保
険
に

加
入
し
な
い
場
合

　マ
ル
学
非
該
当
届
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

■
問
合
せ
先

　国
民
健
康
保
険
課

　国
保
総
務
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

笛
吹
市 

国
民
健
康
保
険
通
信

〜
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
に
〜

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
健
康
保

険
（
以
下
「
国
保
」）
の
制
度
や
笛
吹

市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。
医
療
費
と
健
康
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　　　　 国民健康保険証

の郵送について

伸び率 7.5％
平成24年12月診療分一人当たりの保険給付費 20,679円
平成25年12月診療分一人当たりの保険給付費

加入割合
④国保被保険者数

加入割合
③国保世帯
②住民基本台帳人口
①住民基本台帳世帯

31.5％　
22,502人　
43.4％　

12,236世帯
71,494人　
28,222世帯

22,221円

笛吹市の国民健康保険データ
（平成25年12月末まとめ）

平成26年度

修
学
さ
れ
る
被
保
険
者
の
方

現
在
、
マ
ル
学
の
保
険
証
を
お

持
ち
で
4
月
以
降
も
大
学
や
専

門
学
校
に
在
学
す
る
場
合

現
在
、
マ
ル
学
の
保
険
証
を

お
持
ち
の
方
で

大
学
や
専
門
学
校
を
卒
業
し

た
場
合
は
次
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
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笛吹市男女共同参画推進委員会No.87輝け 笛吹の未来 　市
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
や
N
P
O
法
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

市
民
活
動
団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
絆
・
つ
な
げ
よ
う
笛

吹

　つ
な
げ
よ
う
未
来
（
あ
し
た
）
へ

!!
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
「
市
民
協
働

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
市
民
協
働
の

視
点
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん

で
い
る
活
動
の
紹
介
や
、
地
域
の
食
材

な
ど
を
利
用
し
た
食
の
提
供
（
模
擬
店
）

な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に
「
協
働
」

に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　3
月
23
日（
日
）

　午
前
9
時
30
分
か
ら

▼
場
所
・
内
容

　

○
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　甲
斐
レ
ジ
ス

タ
ン
ス
公
演
、
大
型
紙
芝
居
、
子
ど

も
琴
演
奏
、
市
内
活
動
団
体
の
活
動

発
表
・
展
示
、
子
育
て
座
談
会
、
子

ど
も
茶
会
、
声
の
健
康
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
地
獄
の
は
な
し
、
市

民
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
フ
ー
ド
コ

ー
ナ
ー
（
有
料
）、
映
画
上
映
会
な

ど
○
清
流
館

　か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
、
お

も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー

　

※
使
わ
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
な
ど
を

持
っ
て
き
た
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参

加
し
て
コ
イ
ン
を
集
め
よ
う
。
集
め

た
コ
イ
ン
で
気
に
入
っ
た
お
も
ち
ゃ

と
交
換
！

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

市民協働フォーラムで男女共同参画推進委員会主催イベント

「家族みんなで協力しあい楽しい家庭づくりinふえふき」

映画「うさぎドロップ」を上映映画「うさぎドロップ」を上映

甲
斐
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
が
出
演

甲
斐
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
が
出
演

　男女共同参画推進委員会では、男女が家庭・地域・職場などのあらゆるところでお互いに協力
しあっていきいきと暮らすことができる「男女共同参画社会」づくりに取り組んでいます。
　今回の市民協働フォーラムでは、前年度同様、家族みんなで協力しあい楽しい家庭を築くこと
ができる一助になることを願い、家庭での男女共同参画にスポットを当て、子育て中の保護者・
子どもを対象とするイベントを開催します。
　 “イクメン” や “育児と仕事の両立” などを描いた映画「うさぎドロップ」上映や市内保育所・
保育園・幼稚園の年長さんが描いたポスター「家族との楽しい思い出」展示などを企画していま
す。入場無料、事前申込不要（ただし、託児サービス除く）です。
▶日時　3月23日（日）　午後0時45分～ 3時　※ポスター展示は午前9時30分から
▶場所　スコレーセンター 集会室
▶協力
　KORENふえふき（Happy Space ゆうゆうゆう・みんなの楽校あっぷる・子育てサポート笛吹・
わかば福祉会・社会福祉法人ゆうゆう）、笛吹市内保育所・保育園・幼稚園

※託児サービスあり。詳しくは、お問い合わせください。
※スケジュールは変更になる場合があります。

※詳しくは、よっちゃばるネット笛吹をご覧ください。
　https://opencity.jp/fuefuki/

■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当　　☎055（262）4138

「市民協働フォーラ ム2014」

を開催します! 3月23日（日）
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平成26年度スコレー 大学受講者募集

初回（4月11日金曜日）は、午後7時30分～ 9時　スコレーセンターにて入学式および共通講座
を開催します。※詳しくは、受講決定された方に通知します。注

平成26年度「スコレー大学」 受講申込書

住　所

電話番号 生年月日 大・昭・平　　年　　月　　日

フリガナ

男・女

申込者氏名

希望する
教室番号

希望する
教室番号 教　室　名教　室　名

〒

※はっきり記入してください。

きりとりきりとり

▶募集期間　3月3日（月）～ 14日（金）　午前９時～午後５時
▶申込方法　規定の申込書に記入し、ファックス・Ｅメール・持参・郵送のいずれかでお申し込みくだ
さい。
○ファックス　FAX 055（261）3340
○Ｅメール　　申込書を市ホームページからダウンロードし、Ｅメールに添付してください。
　　　　　　　shogaigakusyu@city.fuefuki.lg.jp
○持参　笛吹市役所南館３階 生涯学習課、御坂・一宮・芦川支所、八代・境川総合会館、
　　　　春日居あぐり情報ステーション
○郵送　〒406-0031  笛吹市石和町市部809－1　笛吹市教育委員会　生涯学習課
その他　応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民が優先とな

ります。受講が決定した方、または抽選に外れた方には、通知しますのでご確認ください。
高校生以下の申込はできません。
期間を過ぎても定員に達しない場合は、再募集する場合があります。また、希望者が一定の
数に達しない場合などには、講座を取りやめることもあります。

■問合せ先　笛吹市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当　　☎ 055（261）3339

平成26年度市民講座（前期講座）は広報ふえふき４月号で募集する予定です。

連絡が取れる番号

　スコレー大学は、「一年を通じて深く学びたい」そんな方のための単位制の市民講座です。スコレー
大学の各講座を履修すると単位を修得でき、その合計が10単位に達すると修了となります。
　これまでに「音楽による自己表現メソッド」「はじめての俳句づくり」「戦国時代を学ぶ」などの講座を、
多くの市民が受講しました。あなたも10単位の習得に向けてチャレンジしませんか。

講
座
教
室

講師 山梨美術協会会員　風間繁樹 氏 場所 あぐり情報ステーション
（春日居町）定員 20人

単位1

受講料 年間4,000円

脳の活性化に効果的な「臨床美術」の手法を取り入れて絵画を楽しむ入門講座
です。美術が好きな方は勿論、絵の苦手な方も大歓迎です。誰もが（独自の視
点に基づいた）素晴らしい表現の世界を持っています。本講座では、「あなたな
らでは」の表現を発見し、深めることができます。アートを通じて会話も弾みま
す。楽しく脳と心を活性化していきましょう。

1

日時 4月11日 　、5月15日、6月19日、7月17日、8月21日、9月18日、
10月16日、11月20日、12月18日、平成27年1月15日、2月19日、
3月19日　各木曜日　午前10時～11時30分
※単位修得要件　85％出席など

脳を活性化する絵画教室

注

講
座
教
室

講師 山梨英和大学助教　飯田敏晴 氏 場所 八代総合会館
定員 20人

単位1

受講料 年間1,000円

日常生活の場で、なんだかイライラしたり、不安だったり、集中力がつづかなか
ったりすることがありませんか？そんな方の悩みや人間関係のストレスについての
マネジメント（上手な付き合い方、対処法）を考え、みなさんで楽しく学んで行
きます。ご自分のストレスの正体を見極めて充実した社会生活を過ごしましょう。

2

日時 4月11日 　、4月19日、5月17日、6月21日、7月26日、8月23日、
9月20日、10月18日、11月22日、12月20日、平成27年1月10日、
2月14日　各土曜日　午前10時30分～正午
※単位修得要件　85％出席など

ストレスマネジメント入門

注

講
座
教
室

講師 国語専門教室つばさ主宰　入倉文子 氏 場所 境川総合会館
定員 15人

単位1

受講料 年間１,000円

短時間で「美文字」になる方法、敬語や手紙のマナーなど日常生活に役立つレッ
スンから人の心に響く文章の書き方まで幅広く楽しく学習できます。エッセイや
自分史の書き方を学んで自分の想いや体験を表現してみませんか。文章の基礎
を学びたい方大歓迎です。

3

日時 4月11日 　、5月14日、6月11日、7月9日、8月6日、9月10日、
10月8日、11月12日、12月10日、平 成27年1月14日、2月4日、
3月11日　各水曜日　午前10時～11時30分
※単位修得要件　85％出席など

想いを伝える　大人の文章レッスン

注
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

く
ら
し
の
情
報

Information

開原由紀乃さん 倉冨亮太さん藤原晶世さん藤原秀章さん

　
バ
ス
に
て
鶯
宿

に
移
動
後
、
現
地

散
策
会
を
行
い
ま

す
。
芦
川
の
歴
史
、

兜
造
民
家
の
特
徴

や
石
垣
の
景
観
な

ど
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。
農
産
物
直
売
所
「
お
ご
っ
そ
う

家
」
に
も
立
ち
寄
り
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
8
日（
土
）（
小
雨
決
行
）

集
合
　
午
前
9
時

出
発
　
午
前
9
時
15
分

解
散
　
午
後
0
時
30
分
（
予
定
）

▼
集
合
場
所

　
市
役
所
八
代
支
所
駐
車
場

▼
定
員
　
30
人
（
受
付
順
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
込
期
間
　
3
月
3
日（
月
）〜
6
日

（
木
）
　午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。※
持
ち
物
等
に
つ
い
て
は
、

受
け
付
け
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2

▼
日
時

　
3
月
22
日（
土
）

　
集
合
　
午
前
9
時
30
分

　
開
催
　
午
前
10
時
〜
11
時

※
終
了
後
、
青
楓
美
術
館
を
見
学
さ
れ

る
方
は
、
学
芸
員
の
解
説
が
聞
け
ま

す
。（
要
入
場
料
）

▼
集
合
場
所
　
青
楓
美
術
館
駐
車
場

（
一
宮
町
北
野
呂
3
|
3
）

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
費
　
1
0
0
円
（
保
険
代
・
資

料
代
）

▼
申
込
期
限
　
3
月
19
日（
水
）

　「
お
み
ゆ
き
さ
ん
」
で
知
ら
れ
る
甲

斐
の
一
宮
浅
間
神
社
。

　
祭
神
木
花
開
耶
姫
が
摂
社
＝
山
宮
神

社
に
〝
里
帰
り
〞
し
ま
す
。
神
山
に
担

ぎ
上
げ
る
御
輿
は
必
見
。
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
祭
り
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
御
輿

担
ぎ
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
込
み
時

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　3
月
9
日（
日
）

　
集
合
　
午
前
11
時

▼
場
所
　
蜂
城
園
（
一
宮
町
石
１
０
１

８
―
2
）

▼
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
午
前
11
時
30
分
：
山
宮
祭
の
解
説

（
軽
食
）|
お
伊
勢
原
川
除
神
事
見
学

（
解
説
付
き
）|
御
輿
と
一
緒
に
山
宮

神
社
へ
（
解
説
付
き
）

○
午
後
3
時
：
蜂
城
園
到
着
（
予
定
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
　
5
0
0
円
（
お
に
ぎ
り
・

お
茶
・
保
険
料
等
）

▼
申
込
期
限
　
3
月
6
日（
木
）

い
ず
れ
も

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
春
を
呼
ぶ
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
実
行
委
員
会
（
早
川
）

　
☎
0
9
0
|
5
8
2
1
|
5
9
6
0

　
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
片
手
に
、

案
内
者
の
説

明
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、

地
域
を
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
の
大
修
理
を
終
え
た
笛
吹
市
・

慈
眼
寺
を
拝
見
す
る

▼
日
時
　
3
月
29
日（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
ケ
ー
ヨ
ー
デ
イ
ツ
ー

　
一
宮
店
駐
車
場
（
一
宮
町
末
木
５
０

１
）

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

　（
保
険
代
・
資
料
代
）

▼
主
催
　
フ
ッ
ト
パ
ス
の
楽
校

　
笛
吹
市
一
宮
校

■
申
込
先

　
つ
な
ぐ
N
P
O
イ
ベ
ン
ト
係

　
☎
0
8
0
|
1
2
2
3
|
8
3
0
2

　「
ひ
な
段
飾
り
」

「
楊
貴
妃
」「
享
保

ひ
な
」
な
ど
市
内
の

旧
家
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
歴
史
あ
る
ひ
な
人

形
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
2
月
14
日（
金
）〜
4
月
7
日

（
月
）　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日

▼
場
所
　
八
田
家
書
院
　

▼
料
金
　
一
般
…
2
0
0
円

　
20
歳
未
満
…
…
1
0
0
円

■
問
合
せ
先

・
八
田
家
書
院
　

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）6
1
1
1

・
文
化
財
課

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2

兜
造
民
家
と
石
垣
の
風
景

〜
鶯
宿
現
地
散
策
会

『
八
田
家
書
院
で
ひ
な
祭

り
』開
催
中

や
ま
な
し
フ
ッ
ト
パ
ス

開
館
40
周
年
y
e
a
r
応
援
企
画

青
楓
美
術
館
周
辺

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

山
宮
祭
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
御

輿
担
ぎ
体
験

ス
コ
レ
ー
杯
将
棋
団
体
戦

と
小
・
中
学
生
囲
碁
・
将
棋
大

会
を
開
催
し
ま
す

　
東
京
芸
術
大
学
で
学
ぶ
若
手
演
奏
家

が
、
誰
も
が
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

お
届
け
し
ま
す
。

　
瑞
々
し
い
感
性
と
豊
か
な
創
造
性
に

溢
れ
た
晴
れ
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
29
日（
土
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分
　

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目
　
愛
の
挨
拶
/
エ
ル
ガ
ー
、
ア

メ
リ
カ
/
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料
　

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。（
未

就
学
児
の
同
伴
・
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
）

▼
出
演
者

倉
冨
亮
太
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ
オ
ラ
）

シ
ゲ
テ
ィ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
第
6

位
。

藤
原
晶
世
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ
オ
ラ
）

ウ
ィ
ー
ン
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
2
0
1
2 

第
2
位
。

藤
原
秀
章
（
チ
ェ
ロ
）

第
65
回
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
チ
ェ
ロ
部
門
大
学
の
部 

第
1
位
。

開
原
由
紀
乃
（
ピ
ア
ノ
）

2
0
0
9
年 

全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル 

高
校
の
部 

全
国
大
会 

入
選
。

　
近
藤
正
臣
さ
ん
、
田
中
美
里
さ
ん
等

豪
華
キ
ャ
ス
ト
で
お
贈
り
し
ま
す
。
チ

ケ
ッ
ト
残
り
わ
ず
か
で
す
。

▼
日
時
　
3
月
15
日（
土
）

　
開
場
　
午
後
5
時
30
分

　
開
演
　
午
後
6
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料

○
一
般
　
前
売
2
0
0
0
円
（
当
日
２

５
０
０
円
）

○
高
校
生
以
下
　
前
売
１
０
０
０
円（
当

日
1
5
0
0
円
）（
未
就
学
児
の
同
伴

・
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

※
宝
く
じ
の

助
成
に
よ

り
、
特
別

料
金
に
な

っ
て
い
ま

す
。

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
将
棋
や

囲
碁
を
通
し
て
交
流
を
後
押
し
す
る
た

め
に
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
ス
コ
レ
ー
杯
将
棋
団
体
戦

▼
対
象
　
1
チ
ー
ム
5
人（
チ
ー
ム
に
は
、

小
学
生
か
女
性
が
1
人
入
る
こ
と
）

▼
日
時
　
3
月
21
日（
金
・
祝
）

　
受
付
　
午
前
8
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
競
技
方
法
　
全
て
対
局
時
計
を
使
用

し
ま
す
。
出
場
者
が
確
定
後
、
事
前

の
組
み
合
わ
せ
抽
選
を
行
い
ま
す
。

▼
定
員
　
16
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　
1
チ
ー
ム
5
人
で
5
0
0
0
円
（
お

弁
当
・
お
茶
・
賞
品
代
）

▼
申
込
期
限
　
3
月
16
日（
日
）

●
小
・
中
学
生
囲
碁
・
将
棋
大
会

▼
対
象
　
小
・
中
学
生

▼
日
時
　
3
月
28
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
碁
の
ル
ー
ル
　
19
路
盤
を
使
用
し
互

先
で
黒
の
6
目
半
コ
ミ
出
し

▼
定
員
　
各
40
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
お
弁

当
と
水
筒

※
将
棋
団
体
戦
、

囲
碁
・
将
棋
大

会
は
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

い
ず
れ
も

■
問
合
せ
先

　（
公
財
）ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

フ
レ
ッ
シ
ュ
名
曲
ア
ル
バ
ム

宝
く
じ
文
化
公
演

　
　
　
　 

演
劇「
案
山
子
」

か

か

し

昨年の団体戦より

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め

催
　
　
し
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　
今
年
で
31
回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
こ

ま
で
少
年
団
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
踊
り
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
23
日（
日
）開
場
…
午
後

1
時
か
ら
　
開
演
…
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園
体
育
館
　
▼
入
場
料
　
無
料

▼
持
ち
物
　
ス
リ
ッ
パ

■
問
合
せ
先
　
一
宮
町
体
操
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
（
村
松
）　

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）1
0
4
9

　
4
月
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
広
告
掲

載
を
希
望
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
掲
載
期
間
　
平
成
26
年
4
月
1
日
〜

平
成
27
年
3
月
31
日

▼
掲
載
ペ
ー
ジ
・
掲
載
料
（
年
額
）

○
市
政
・
暮
ら
し
・
事
業
者 

各
7
万
円

○
観
光
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
10
万
円

▼
提
出
書
類

○「
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
」（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た

は
経
営
企
画
課
で
配
布
）

○
添
付
書
類
（
事
業
内
容
が
分
か
る
書

類
、
リ
ン
ク
先
の
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー
、

バ
ナ
ー
の
原
案
）

▼
申
込
期
間
　
3
月
7
日（
金
）ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
） 

※
掲
載
の
可
否
に
つ
い
て
、
決
定
は
3

月
中
旬
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

経
営
企
画
課
　
広
聴
広
報
担
当

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
市
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
た
行
財
政
運
営
の
健
全
化
、
効

率
的
な
市
政
を
推
進
す
る
た
め
行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を

反
映
さ
せ
た
市
政
を
実
現
す
る
た
め
、

「
行
政
改
革
推
進
委
員
」
を
公
募
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

▼
任
期

　
平
成
26
年
5
月
〜
平
成
28
年
3
月

▼
応
募
期
間

　
3
月
10
日（
月
）〜
25
日（
火
）

▼
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
応

募
動
機
な
ど
を
記
入
し
、
持
参
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
動
機
の
内
容
　
4
0
0
字
程
度

・
笛
吹
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

意
見
な
ど
を
気
軽
に
お
書
き
く
だ
さ

い
。

▼
応
募
用
紙
配
布
場
所
　
財
政
課
窓

口
、
各
支
所
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

　・
財
政
課
　
行

政
改
革
担
当
（
市
役
所
分
室
） 

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

・
〒
4
0
6
|
8
5
1
0

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
9
8
|
2

　
笛
吹
市
役
所
経
営
政
策
部
財
政
課 

・
℻
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
5

・
E 

メ
ー
ル

　gyoukaku@
city.fuefuki.lg.jp

▼
業
務
内
容
　
要
介
護
認
定
の
た
め
の

認
定
調
査

▼
応
募
資
格
　
○
介
護
支
援
専
門
員
・

看
護
師
・
保
健
師
・
介
護
福
祉
士
・

社
会
福
祉
士
等
の
有
資
格
者

○
年
齢
　
現
時
点
で
65
歳
未
満

○
4
月
下
旬
山
梨
県
主
催
の
認
定
審
査
員

研
修
を
受
講
で
き
る
方
（
す
で
に
受
講

済
み
の
方
は
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
仕
事
に
自
家
用
車
を
使
用
で
き
る
方

▼
募
集
期
間
　
3
月
31
日（
月
）ま
で

▼
調
査
委
託
料
　
1
件
3
6
5
0
円

（
交
通
費
を
含
む
）

▼
募
集
人
員
　
若
干
名
　

▼
申
込
方
法
　
履
歴
書
と
専
門
職
の
資

格
証
の
写
し
を
本
人
が
介
護
保
険
課

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
の
中
か
ら
選
考
し
採
用
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
介
護
保
険
課
　
認
定
審
査
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
3

▼
募
集
種
目
・
資
格
　

○
幹
部
候
補
生
　
・
一
般（
大
卒
程
度

試
験
）
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒

（
見
込
含
）、
修
士
課
程
修
了
者
等

（
見
込
含
）は
28
歳
未
満
）

・
一
般（
院
卒
者
試
験
）
修
士
課
程
修

了
者
等（
見
込
含
）
で
、
20
歳
以
上

28
歳
未
満
の
者

・
歯
科
、
薬
剤
科
　
専
門
の
大
卒（
見

込
含
）20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者（
薬

剤
は
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者
）

○
医
科
・
歯
科
幹
部

　
医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者

○
技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部

　
大
卒
38
歳
未
満
の
者

○
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹
　
20
歳
以
上

の
者
で
国
家
免
許
資
格
取
得
者
等

○
予
備
自
衛
官
補

・
一
般
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

・
技
能
　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

等
を
有
す
る
者
（
資
格
に
よ
り
53
歳

未
満
〜
55
歳
未
満
の
者
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
自
衛
隊
　
甲
府
募
集
案
内
所

　
☎
0
5
5（
2
2
8
）6
4
2
7

　
市
で
は
、
平
成
26
年
度
に
策
定
す
る

「
笛
吹
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
6
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
検
討
を
行
う

策
定
委
員
会
の
一
般
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　
策
定
委
員
会
は
、
市
に
お
け
る
高
齢

社
会
に
対
応
し
た
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

構
築
と
介
護
保
険
の
健
全
な
運
営
を
策

定
す
る
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

▼
募
集
人
員
　
6
人
以
内

▼
任
期
　
平
成
26
年
5
月
〜
平
成
27
年

3
月
（
任
期
中
5
回
〜
6
回
の
策
定

委
員
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
）

▼
応
募
方
法
　「
郵
送
」
ま
た
は
「
フ

ァ
ッ
ク
ス
」「
E
メ
ー
ル
」
に
て
次

の
事
項
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
特
に
定
め
ま
せ
ん
。

①
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号

②
作
文
（
4
0
0
字
以
内
）

※「
応
募
の
動
機
」
ま
た
は
「
高
齢
社
会
」

「
高
齢
者
の
生
き
が
い
、
社
会
貢
献
」

「
介
護
予
防
」「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
」

な
ど
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
お
書
き

く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切
　
3
月
28
日（
金
）必
着

▼
採
用
基
準
　
書
類
選
考
の
う
え
決
定

し
ま
す
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

〒
4
0
6
―
0
0
3
1

笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
0

市
役
所
介
護
保
険
課
介
護
総
務
担
当

（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
3

　
℻
0
5
5（
2
6
2
）1
3
1
8

　
E
メ
ー
ル

　kaigo0
1

＠city.fuefuki.lg.jp

　
市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
障
が

い
者
等
が
、
地
域
で
自
立
し
た
在
宅
生

活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
社
会
参
加
支
援
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
方

は
随
時
、
申
請
が
で
き
ま
す
。
対
象
者

は
、
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者（
児
）、

発
達
障
害
者（
児
）お
よ
び
難
病
患
者
等

の
方
で
す
。

　
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
を
す
で
に
受
け
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
の

更
新
申
請
を
3
月
6
日（
木
）か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容

○
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
　
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
や
車
輌
に
よ
る
移
動
支
援
の
サ

ー
ビ
ス

○
日
中
一
時
支
援
サ
ー
ビ
ス
　
日
中
の

一
時
預
か
り
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ

ス
○
生
活
訓
練
等
サ
ー
ビ
ス
　
短
期
の
訓

練
に
よ
り
日
常
生
活
能
力
の
向
上
を

図
る
サ
ー
ビ
ス

　
サ
ー
ビ
ス
量
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調

査
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
場
所
　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福

祉
担
当
お
よ
び
各
支
所

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
3

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者（
児
）お
よ

び
要
介
護
高
齢
者
の
方
が
、
通
常
の
交

通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
た

め
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ

の
料
金
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
助
成
内
容
　
対
象
者
に
タ
ク
シ
ー
利

用
乗
車
券
（
1
枚
5
9
0
円
）
が
年

間
で
48
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。（
重
度

心
身
障
害
者（
児
）タ
ク
シ
ー
券
・
社

会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
　
各
24
枚
）

▼
有
効
期
間
　
平
成
26
年
4
月
1
日
〜

平
成
27
年
3
月
31
日

▼
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

か
つ
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
等

の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、
本

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
在
宅
の
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

方
で
、
障
が
い
程
度
が
肢
体
不
自
由

も
し
く
は
視
覚
障
害
1
級
ま
た
は
2

級
に
該
当
す
る
方
お
よ
び
内
部
機
能

障
害
1
級
の
方

○
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
で
、

障
が
い
程
度
が
Ａ
に
該
当
す
る
方

○
要
介
護
高
齢
者
（
非
課
税
世
帯
で
介

護
慰
労
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方

に
介
護
さ
れ
て
い
る
方
）

▼
申
請
受
付
日   

3
月
24
日（
月
）か
ら

※
平
成
26
年
5
月
以
降
に
申
請
し
た
場

合
は
、
交
付
枚
数
が
減
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　

▼
申
請
受
付
・
交
付
場
所
　
福
祉
総
務

課
（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

ま
た
は
、
各
支
所

▼
持
ち
物  

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
（
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）
　・
印
鑑

 

■
問
合
せ
先

・
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当
　

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
3

・
各
支
所
住
民
課
　
地
域
住
民
課

募

　
　集

介
護
保
険
認
定
調
査
員（
委

託
調
査
員
）募
集

障
が
い
者
等
社
会
参
加
支

援
事
業
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
重
度
心
身
障

害
者（
児
）等
タ
ク
シ
ー
利

用
乗
車
券
・
社
会
参
加
タ
ク

シ
ー
券
が
交
付
さ
れ
ま
す

笛
吹
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
第
6
期
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
委
員
会
委
員

を
公
募
し
ま
す

バ
ナ
ー
広
告
掲
載
事
業
者
募
集

笛
吹
市
行
政
改
革
推
進
委

員
を
公
募
し
ま
す

一
宮
町
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
成
果
発
表
会

平
成
26
年
度
自
衛
官
等
募
集

健
康
・
福
祉
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
植
え
込
み
、
人
工
関
節
等
の
置

換
を
さ
れ
て
も
社
会
生
活
に
大
き
な
支

障
が
な
い
程
度
に
日
常
生
活
活
動

（
A
D
L
）
が
改
善
さ
れ
る
方
が
多
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
医
学
的
見
地
か
ら

検
討
を
行
い
平
成
26
年
4
月
か
ら
身
体

障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準
を
見
直
す
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
平
成
26
年
3
月
末
ま
で
に
診

断
書
・
意
見
書
が
作
成
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
従
来
の
基
準
で
認
定
さ
れ
ま
す
。

（
診
断
書
・
意
見
書
記
入
日
以
降
3
カ
月

以
内
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
）

●
心
臓
機
能
障
害

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
を
植
え
込
ん
だ
方
は
、

一
律
１
級

見
直
後

機
器
へ
の
依
存
度
や
日
常
生
活
活
動
の

制
限
の
程
度
に
よ
り

１
級
、
３
級
、
４
級

●
肢
体
不
自
由
（
人
工
関
節
等
の
置

換
者
）

・
股
関
節
・
膝
関
節
の
置
換
を
さ
れ
た

方
は
、

　　一
律
４
級

・
足
関
節
の
置
換
を
さ
れ
た
方
は
、

一
律
５
級

見
直
後

置
換
術
の
障
害
状
態
（
関
節
可
動
域
等
）

を
評
価
し
、

・
股
関
節
・
膝
関
節
は
、

４
級
、
５
級
、
７
級
、
非
該
当

・
足
関
節
は
、

５
級
、
６
級
、
７
級
、
非
該
当

い
ず
れ
か
に
認
定

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
3

　
こ
れ
ま
で
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給

な
ど
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
免
除
（
法
定
免
除
）
と
な
っ
て
い

た
方
も
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
保
険
料

を
通
常
納
付
で
き
る
「
納
付
申
出
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
。

　
納
付
申
出
に
よ
り
、
保
険
料
の
口
座

振
替
や
前
納
に
よ
る
保
険
料
の
割
引
な

ど
、
便
利
で
お
得
な
制
度
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
手
続
き
方
法
　
市
役
所
年
金
担
当
・
支

所
年
金
担
当
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
申

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

○
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
0
5
5（
2
5
2
）1
4
4
1

○
市
役
所
国
民
健
康
保
険
課
　
高
齢
者

医
療
・
年
金
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
皆
さ
ん
の
「
善
意
」
に
支
え
ら
れ
る

「
献
血
」
で
、
病
気
や
け
が
で
苦
し
む

人
が
救
わ
れ
ま
す
。
献
血
を
と
お
し
て

健
康
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
献
血
の
手
順

①
献
血
の
申
し
込
み（
本
人
確
認
の

た
め
、運
転
免
許
証
、献
血
カ
ー
ド
な

ど
提
示
）

　
②
問
診
・

血
圧
測
定

　
③
血
液
検

査（
貧
血
検

査
お
よ
び

血
液
型
の

事
前
判
定

を
行
う
血

液
検
査
）　

④ 
採
血
２

０
０
・
４
０

０
ml
の
献

血
で
お
よ

そ
20
分
　

⑤
休
養
・
水

分
補
給
　

⑥
献
血
カ
ー
ド
発
行

※
血
液
検
査
の
結
果
は
後
日
、
本
人
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

※
献
血
前
の
検
査
や
問
診
、
血
液
検
査
な

ど
は
、
献
血
さ
れ
た
貴
重
な
血
液
を
安

心
し
て
治
療
に
利
用
す
る
た
め
に
も
で

す
が
、
献
血
さ
れ
る
ご
本
人
の
健
康
状

態
の
目
安
に
も
な
る
も
の
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

▼
3
月
2
日（
日
）　

○
開
場
　
午
後
1
時
か
ら

○
記
念
講
演
　
人
工
内
耳
医
療
の
変
遷
と

最
近
の
話
題
―
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
…
課
題

と
ど
こ
ま
で
進
ん
で
き
た
か
？
　

東
京
医
科
大
学
病
院
　
耳
鼻
咽
喉
科

／
聴
覚
・
人
工
内
耳
セ
ン
タ
ー
　
教

授
　
河
野
淳
先
生
　

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
20
分

○
人
工
内
耳
装
用
者
の
体
験
発
表
　

　
午
後
2
時
20
分
〜
2
時
30
分

○
相
談
会
　
午
後
2
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
岡
島
百
貨
店
8
階
「
ゴ
ー
ル

ド
ル
ー
ム
」

▼
参
加
費
　
無
料
　

■
問
合
せ
先
　
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会

山
梨
県
地
方
部
会
事
務
局

　
☎
0
5
5（
2
7
3
）9
7
6
5

　
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
市
の
委

託
を
受
け
て
各
地

域
の
福
祉
セ
ン
タ

ー
等
で
体
操
を
中

心
と
し
た
介
護
予

防
の
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。
健
康

な
体
を
つ
く
る
と

と
も
に
衰
え
を
予
防
、
回
復
し
ま
し
ょ

う
。

▼
対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

○
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

○
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な

い
方

○
つ
る
か
め
塾
に
通
っ
て
い
な
い
方
、

介
護
保
険
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

※
こ
れ
ら
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方
で

も
身
体
的
に
体
操
の
継
続
が
困
難
な

方
は
ご
遠
慮
願
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

▼
講
師
　
中
村
美
千
恵
氏
（W

ith.R
.G

ク
ラ
ブ
）

▼
内
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
転
倒
予

防
体
操
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
／
年
2
回

の
体
力
測
定

▼
定
員
　
各
コ
ー
ス
25
人
（
先
着
順
で

す
が
、
新
規
を
優
先
し
ま
す
）

▼
参
加
費
　
無
料
　

※
①
コ
ー
ス
な
ご
み
の
湯
は
入
館
料
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
期
間
　
3
月
11
日（
火
）〜
17
日

（
月
）　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
申
込
方
法
　
希
望
コ
ー
ス
の
地
域
事

務
所
あ
て
に
、
電
話
ま
た
は
窓
口
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
は
一
人
1
コ
ー
ス
の
み
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

①
②
コ
ー
ス
（
石
和
地
域
事
務
所
）

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
6
7

③
コ
ー
ス
（
御
坂
地
域
事
務
所
）

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）0
8
4
8

④
⑤
⑥
コ
ー
ス
（
一
宮
地
域
事
務
所
）

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）2
2
8
8

⑦
コ
ー
ス
（
八
代
地
域
事
務
所
）

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）2
2
4
0

⑧
⑨
⑩
コ
ー
ス
（
春
日
居
地
域
事
務
所
）

　
☎
0
5
5
3（
2
6
）3
6
6
7

※
境
川
・
芦
川
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
⑦
コ
ー
ス
八
代
地
域
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（ ＊祝祭日、8月お盆中、年末年始除く ）

★すいとんミルクポトフ★

主菜:1つ

副菜:1つ

主食:1つ

■問合せ先 健康づくり課 健康企画担当 ☎055(261)1901

簡単朝ごはんメニューの紹介
早寝・早起き・朝ごはん早寝・早起き・朝ごはん早寝・早起き・朝ごはん早寝・早起き・朝ごはん

【作り方】
①じゃがいもは一口大の大きさに、にん
じんはいちょう切り、たまねぎはくし
型、豚うす切り肉、青菜は２cmの長さ
に切る。しめじは小房に分ける。
②鍋に①とAを入れて煮る。野菜が柔ら
かくなったら、練ったBをスプーンで
すくって加える。
③すいとんが浮き上がってきたら、牛乳
を加えて塩で味を調える。

▼日時・場所

御坂支所

春日居支所
一宮支所

3月13日（木）

3月27日（木）

午前9時30分～ 11時30分
午後0時30分～ 3時30分
午前9時30分～ 11時30分
午後1時～ 3時30分

▼持ち物　献血カードまたは、本人確認のできるも
の（運転免許証、各種保険証など）

月　日 時　間 場　所

開 催 時 間
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

石　和
石　和
御　坂
一　宮
一　宮
一　宮
八　代
春日居
春日居
春日居

なごみの湯
JA笛吹富士見支所
御坂福祉センター
一宮保健センター
一宮保健センター
一宮保健センター
八代福祉センター
春日居福祉会館
春日居福祉会館
春日居福祉会館

毎月第２・第４金曜日
毎月第１・第３金曜日
毎月第２・第４火曜日
毎月第１・第３火曜日
毎月第１・第３木曜日
毎月第２・第４木曜日
毎月第２・第４木曜日
毎月第１・第３水曜日
毎月第２・第４水曜日
毎月第１・第３木曜日

午前１０時～１１時３０分
午前１０時～１１時３０分
午前１０時～１１時３０分
午前１０時～１１時３０分
午後１時３０分～３時
午後１時３０分～３時
午前１０時～１１時３０分
午前１０時～１１時３０分
午前１０時～１１時３０分
午前１０時～１１時３０分

コース 会       場 開 催 曜 日

【材　料】
（作りやすい分量  目安量は３人分くらい）
じゃがいも
にんじん
玉ねぎ
しめじ
豚薄切り肉
青菜

牛乳

１個
１/４本
１/２個
１/２株
３枚
１株

１カップ

Ａ
水
顆粒（かりゅう）コンソメ
　　

Ｂ小麦粉
水

３カップ

小さじ４
１カップ
１５０ml

あわただしい朝は、主食とおかずを何品
も作るのは大変です。いろいろな食材を
入れると一皿でもバランスの良い朝食に
なります。

〜
献
血
に
ご
協
力
を
〜

気
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

笛
吹
市
介
護
予
防
事
業（
や
っ
て
み
る

じ
ゃ
ん
）い
く
つ
に
な
っ
て
も
元
気

み
ん
な
で
楽
し
く
体
操
講
座

平
成
26
年
度
参
加
者
募
集

平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
身
体
障

害
者
認
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す

耳
の
日
フ
ェ
ス
タ

耳
の
日
記
念
講
演
会

障
害
年
金
受
給
者
等
で
納
付
の
免
除
を

受
け
て
い
る
方
も
国
民
年
金
保
険
料
の

通
常
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
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催
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募

集
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座
・
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室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
主
に
受
動
喫

煙
に
つ
い
て
触
れ
て
き
ま
し
た
。
受
動

喫
煙
は
分
煙
で
は
防
げ
な
い
こ
と
を
お

伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
で
は
、
ど
う
す

れ
ば
、
受
動
喫
煙
を
防
げ
る
で
し
ょ
う

か
。
も
う
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
周
囲

に
い
る
喫
煙
者
に
禁
煙
し
て
も
ら
う
以

外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
喫
煙
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、

な
か
な
か
禁
煙
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

ニ
コ
チ
ン
が
切
れ
る
こ
と
に
よ
る
禁
断

症
状
（
吸
わ
な
い
で
い
る
と
、
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
辛
く
な
っ
た
り
す
る
）
が
出

る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
次
の
一
本

を
吸
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
ウ
ラ
を
返
す
と
、
自
分
の
意
志
で

吸
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の

で
す
。

　
こ
こ
で
た
と
え
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
道
路
の
真
ん
中
に
立
っ
て
い
る
人

に
「
危
な
い
か
ら
、
や
め
た
ほ
う
が
良

い
よ
」
と
声
を
か
け
た
と
し
ま
し
ょ
う
。

で
も
、
そ
の
人
が
「
道
路
の
真
ん
中
に

立
っ
て
い
る
人
が
み
ん
な
は
ね
ら
れ
て

死
ぬ
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
90
歳
で
も
死
な

な
い
人
は
い
る
」
と
言
っ
て
や
め
な
か

っ
た
ら
…
。
お
か
し
な
こ
と
を
言
っ
て

い
る
な
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
で
は
、
道

路
に
立
つ
こ
と
を
タ
バ
コ
に
、
は
ね
ら

れ
る
の
を
ガ
ン
に
置
き
換
え
て
み
た
ら

…
。

　「
タ
バ
コ

を
吸
っ
て

い
る
人
が

み
ん
な
ガ

ン
で
死
ぬ

わ
け
じ
ゃ

な

い
」
と

い
っ
て
吸

い
続
け
る

の

は
、
と

て
も
お
か

し
な
理
屈
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

す
よ
ね
。
こ
れ
は
「
認
知
的
不
協
和
」

と
い
っ
て
、
ニ
コ
チ
ン
に
よ
っ
て
タ
バ

コ
を
吸
う
こ
と
を
正
当
化
す
る
た
め
に

脳
が
書
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
病
的
な

状
態
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
ニ
コ
チ
ン
以
外
の
も
の
に
脳

が
楽
し
さ
を
感
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

状
態
が
タ
バ
コ
を
吸
い
始
め
て
か
ら
ご

く
早
期
に
起
こ
る
と
い
う
の
も
科
学
的

に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

お
そ
ら
く
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い

る
方
の
ほ
と
ん
ど
が
タ
バ
コ
を
吸
わ
な

い
方
で
し
ょ
う
（
喫
煙
者
は
禁
煙
の
話

は
耳
が
痛
い
で
す
か
ら
ね
）。
で
す
の

で
、
こ
う
い
っ
た
事
実
を
知
っ
た
皆
さ

ん
が
、
喫
煙
者
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し

い
の
で
す
。

　
禁
煙
は
正
し
い
方
法
や
病
院
で
の
治

療
で
、
以
前
に
比
べ
る
と
楽
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
周
り

の
人
に
禁
煙
を
勧
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

や
ま
な
し
タ
バ
コ
問
題
研
究
会

　
　
　
　
代
表
　
松
尾
邦
功
　
医
師

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　
見
え
方
や
目
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

方
は
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
15
日（
土
）、
16
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
1
件
に
つ
き
約
1
時
間

▼
場
所
　
県
立
盲
学
校

（
甲
府
市
下
飯
田
2
|

10
|
2
）

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
3
月
13
日（
木
）

▼
申
込
方
法
　
平
日
の
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
の
間
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
E
y
e
愛
ひ
と

み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
吉
田
）　

　
☎
0
5
5（
2
2
6
）3
3
6
1

　
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
は
ら
ぺ
こ
あ

お
む
し
」
と
一
宮
図
書
館
司
書
に
よ
る

手
あ
そ
び
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
乳
幼
児
親
子

▼
日
時

　3
月
13
日（
木
）　

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼
場
所
　
一
宮
児
童
館

▼
定
員
　
20
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
3
月
8
日（
土
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
一
宮
児
童
館

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）7
9
5
2

　
お
子
さ
ん
と
リ

ズ
ム
に
の
っ
て
体

操
を
し
て
遊
び
ま

し
ょ
う
。
保
護
者

の
皆
さ
ん
も
一
緒

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
1
歳
6
カ
月
か
ら
3
歳
未
満

の
乳
幼
児
と
保
護
者

▼
日
時
　
3
月
13
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
河
野
水
伽
氏
（
子
ど
も
身
体

運
動
発
達
指
導
士
）

▼
定
員
　
15
組

▼
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
　
汗
拭
き
用

タ
オ
ル
　
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
　

▼
申
込
方
法
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3（
2
6
）2
8
6
6

　
市
で
は
、
乳
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
貸
出
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
を
推
進
し
て
交
通

事
故
防
止
・
安
全
運
転
意
識
を
高
め
る

目
的
で
、
乳
幼
児
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
貸
出
を
行
っ
て
い
る
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
内
の
1
歳
未
満
の
乳
幼
児

▼
受
付
　
出
産
予
定
日
の
1
カ
月
前
か

ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
貸
出
期
間
　
出
産
予
定
日
1
カ
月
前

か
ら
1
歳
誕
生
日
前
日
ま
で

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
3
8

　
ダ
ウ
ン
症
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
、
マ
マ
友
作
り
や
情
報

交
換
を
し
て
い
き
ま
す
。
子
育
て
に
不

安
や
悩
み
は
付
き
も
の
で
す
が
、
ダ
ウ

ン
症
児
を
子
育
て
中
の
ス
タ
ッ
フ
も
い

る
の
で
安
心
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
0
歳
か
ら
3
歳
の
ダ
ウ
ン
症

児
と
保
護
者

▼
日
時
　
毎
月
第
3
水
曜
日
　

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

う
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
内
容
　
マ
マ
友
作
り
、
情
報
交
換
、

情
報
提
供
、
療
育
、
お
散
歩
遠
足
、

季
節
の
行
事
　

▼
参
加
費
　
月
2
0
0
円
×
12
カ
月

（
初
回
に
徴
収
し
ま
す
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人

　H
appy Space 

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）0
2
1
8

　
リ
ズ
ム
・
オ
ブ
・
ラ
ブ
の
渡
辺
光
美

先
生
を
迎
え
て
の
「
リ
ズ
ム
テ
コ
ン
ド

ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
で
音
楽
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
て
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

　
1
歳
6
カ
月
以
上
の
未
就
園
児
親
子

▼
日
時
　
3
月
26
日（
水
）

　
受
付
　
午
前
10
時
15
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
清
流
館
・
柔
道
場

▼
定
員
　
30
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
・
服
装
　
水
分
補
給
、
お
子

さ
ん
の
身
の
回
り
の
も
の
、
動
き
や

す
い
服
装

▼
申
込
期
日
　
3
月
3
日（
月
）か
ら

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
わ
か
ば
ほ
い
く
え
ん
」

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
8
0

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
「
生
活

維
持
」
や
「
仕
事
と
家
事
・
育
児
の
両

立
」
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
相
談

　
母
子
自
立
支
援
員
が
、
ひ
と
り
親

家
庭
を
対
象
に
、
就
労
・
生
活
全
般

・
養
育
に
つ
い
て
の
相
談
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▼
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

○
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
給
付
金

　
　
看
護
師
な
ど
の
資
格
を
取
る
た

め
、
2
年
以
上
養
成
機
関
に
お
い
て

修
学
し
た
と
き
の
生
活
費
等
が
給
付

さ
れ
ま
す
。

○
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
　
知
識
・
技
能
の
習
得
の
た
め
の
雇

用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
指
定

講
座
等
の
受
講
料
の
一
部
が
補
助
さ

れ
ま
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当

　
ひ
と
り
親
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
ま
た
は

母
等
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助

け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
目
的
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　
18
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
ひ

と
り
親
家
庭
に
保
険
診
療
分
の
医
療

費
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入
進
学
祝
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
通
し
て
、
児
童
の
健
全
育
成

の
た
め
の
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
母
子
寡
婦
福
祉
資
金

　
母
子
家
庭
の
生
活
の
安
定
を
図
る

た
め
の
貸
付
制
度
で
す
。

※
給
付
や
助
成
を
受
け
る
際
に
は
、
一

定
の
要
件
お
よ
び
審
査
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

　児
童
課

　児
童
家
庭
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

く
に
の
り

子  

育  

て

乳
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す

親
子
で
楽
し
い
♪

リ
ズ
ム
テ
コ
ン
ド
ー

ひ
と
り
親
家
庭
を

支
援
し
ま
す

4
月
ス
タ
ー
ト
!!

ダ
ウ
ン
症
児
の
親
子
サ
ー

ク
ル「
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
は
あ

と
」会
員
募
集

禁
煙
の
す
す
め

乳
幼
児
親
子「
お
は
な
し
会
」

乳
幼
児
親
子「
リ
ズ
ム
体
操
」

春
の
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
会

　4月に小・中学校へ入進学する児童がい
るひとり親家庭（※）に、県と市から、入進
学祝金が支給されます。3月31日（月）まで
受け付けています。

▼提出先　児童課または各支所
※支給要件など詳しくは、お問い合わせく
ださい。

ひとり親家庭小中学校入進
学祝金の申請はお済ですか?

■問合せ先　児童課　児童家庭担当
　☎055（261）1904
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

受益者は誰になるのでしょうか？

Ａさんの土地を
Ｂさんが使用
している

Ａさんの土地に
Ａさんが家を建て
Ａさんが住んでいる

こ
の
場
合
の
受
益

者
は
Ｂ
さ
ん
！

Ａさんの土地に
Ａさんが家を建て
Ｃさんが住んでいる

Ａさんの土地を
Ａさんが使用
している

こ
の
場
合
の
受
益
者

は
Ａ
さ
ん
！

Ａさんの土地に
Ｂさんが家を建て
Ｂさんが住んでいる

Ａさんの土地に
Ｂさんが家を建て
Ｃさんが住んでいる

子
ど
も
予
防
接
種
週
間
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
予
防
接
種
を
啓
発
す
る
目

的
で
、
3
月
1
日（
土
）か
ら
7
日（
金
）

ま
で
の
間
、「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
母

子
健
康
手
帳
の
予
防
接
種
記
録
を
確
認

し
、
受
け
て
い
な
い
予
防
接
種
が
あ
る

方
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
の
う
え
、

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

4
月
か
ら
小
学
校
へ
通
う
お
子
さ
ん

は
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

（
第
2
期
）
の
対
象
者
に
な
っ
て
い

ま
す
（
平
成
19
・
4
・
2
〜
平
成
20
・

4
・
1
生
ま
れ
）

　
麻
し
ん
は
、
重
症
に
な
る
と
生
命
に

危
険
を
及
ぼ
し
た
り
重
篤
な
後
遺
症
を

残
す
こ
と
が
あ
り
、
予
防
接
種
を
し
て

い
な
い
と
国
外
へ
の
旅
行
が
制
限
（
入

国
を
拒
否
）
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
学
等
の
進
学
先
か
ら
接
種
済
み
の
確

認
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
無
料
で
予
防

接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
（
既
に
予

診
票
を
送
付
し
て
あ
り

ま
す
）、
ま
だ
接
種
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
3
月

中
の
接
種
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　
育
児
の
合
間
に
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る

ラ
イ
ト
を
手
作
り
し
て
息
抜
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

▼
対
象
　
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
3
月
27
日（
木
）　
　

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　
八
代
総
合
会
館
内
　
集
団
指
導
室

▼
講
師

　
生
原
き
み
ほ
氏
（
庵
Ｌ
ｙ
ｓ
主
宰
）

▼
定
員
　
10
組
（
託
児
付
一
人
1
0
0

円
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
0
円
　
　
　
　
　

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）5
2
5
2

　
県
立
農
業

大
学
校
で

は
、
他
産
業

か
ら
離
転
職

し
て
就
農
を

め
ざ
す
方

（
農
業
後
継

者
や
U
・
I

タ
ー
ン
、
新

規
参
入
者
な

ど
）
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
「
農
業

科
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
校
内
で
の
講
義
・
ほ
場
実
習
に
加
え

農
家
実
習
な
ど
を
行
い
、
農
業
経
営
の

基
礎
か
ら
実
践
的
な
技
術
ま
で
、
農
業

経
営
者
に
必
要
と
な
る
能
力
を
身
に
付

け
ま
す
。（
訓
練
期
間
中
は
、
雇
用
保

険
の
受
給
資
格
者
に
は
雇
用
保
険
基
本

手
当
等
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

■
問
合
せ
先

　
県
立
農
業
大
学
校
　
研
修
課

　
☎
0
5
5
1（
3
2
）2
2
6
9

　
平
成
26
年
度
の
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
賦
課
の
対
象
と
な
る
皆
さ
ん
に

は
、
3
月
下
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
。
こ
の
申
告
書
に
は
受
益
地
の
地
目

・
面
積
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
受

益
者
負
担
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
た

め
の
重
要
な
資
料
で
す
の
で
、
ご
確
認

の
上
、
必
ず
申
告
（
返
送
）
し
て
く
だ

さ
い
。（
申
告
書
を
返
送
さ
れ
な
い
場

合
で
も
条
例
施
行
規
則
に
よ
り
認
定
さ

れ
、
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

※
受
益
者
負
担
金
賦
課
は
平
成
26
年
6

月
1
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
申
告
書
と
と
も
に
お
送
り
す
る

書
類
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
締
切
日
　
申
告
書
発
送
後
10
日

前
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　

　
　
例
年
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
申
告

書
と
一
緒
に
市
役
所
に
送
ら
れ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
市
役
所
で

は
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
。
必
ず
金

融
機
関
の
窓
口
に

お
い
て
、
ご
自
分

で
手
続
き
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
取
扱
金
融
機
関

○
笛
吹
市
指
定
金

融
機
関
（
次
の

本
店
お
よ
び
各

支
店
）

・
山
梨
中
央
銀
行

・
笛
吹
農
業
協
同

組
合

・
フ
ル
ー
ツ
山
梨

農
業
協
同
組
合

（
本
所
・
金
融
取

扱
支
所
）

・
甲
府
信
用
金
庫

・
山
梨
信
用
金
庫

・
山
梨
県
民
信
用

組
合

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
下
水
道
課
　

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7

　
住
み
よ
い

笛
吹
市
を
つ

く
る
た
め
、

市
税
は
欠
か

す
こ
と
の
で

き
な
い
貴
重

な
財
源
で
す
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
た
市
税
は
、
納
期
内

に
納
め
た
方
と
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
延
滞
金
や
督
促
料
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
納
税
の
お
願
い
を
し
て

も
納
付
し
て
い
た
だ
け
な
い
と
き
に

は
、
法
律
に
基
づ
き
、
給
与
・
預
貯
金

・
生
命
保
険
・
不
動
産
な
ど
を
調
査
し
、

差
し
押
さ
え
に
よ
る
滞
納
処
分
を
行
い

ま
す
。

　
市
税
に
未
納
が
あ
る
方
に
は
、
督
促

状
や
催
告
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
の

で
、
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
納
め
忘

れ
が
あ
る
場
合
は
、
至
急
納
付
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
収
税
課
　
収
納
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼注意点

　笛吹市援農支援センターでは、果樹栽培技術講
習会として、春先のぶどうの新梢管理に始まり、
桃の摘果やぶどうの摘粒等の管理作業から冬場の
整枝剪定、また土作りや防除等の座学も含め、果
樹栽培の基本について講習会を実施しています。
　講師には山梨県峡東農務事務所および果樹試験
場の職員、JA営農指導員、また地域で先駆的な農
業経営を行われている指導農業士の方々にもご指
導をいただいています。
　受講者はシルバー人材センター等を通して農作
業のお手伝いに行かれる方から、新規就農者、退
職後に畑を継がれたばかりの方など様々ですが、
平成21年の発足以来5年間に、延べ1,000人を超え
る市民の方々が受講されています。
　果樹栽培の初心者を対象とした基本的な講習内
容となっており、また実習の時間も十分に設けて
いるため、農業初めての方でも技術を習得するこ
とができます。
　一緒に「桃・ぶどう日本一」を維持・発展させ
ていきましょう！

▼期間　年間を通じて実施（平日）
※実施日時および実施会場等は、受講申込者に連
絡します。

▼内容　○栽培管理（桃の摘果・袋かけ、ぶどう
の 誘 引 ・ 房 作
り・摘粒等）
○施肥管理と土作
り
○整枝剪定
○果樹病害虫防除
○機械取扱実習
○優良園の視察

▼参加費　無料

笛吹市援農支援センター
平成26年度 果樹栽培技術講習会 
のご案内

■問合せ先　笛吹市援農支援センター
　☎055（265）1733

原則、申告書はその土地の所有者の方にお送りします。所
有している土地について権利関係等がある場合は、申告書
によって受益者を決定しますので、必ず申告書を提出して
ください。なお、「受益者が誰になるか」等は図を参考に申
告してください。
負担金のお支払いは6月からになります。支払方法は、報奨
金のつく一括納付や分割納付などがありますので、必ず明
記してください。なお、明記がない場合、支払方法は報奨
金のつかない分割納付になります。※猶予解除した土地や減
免の対象の土地については、報奨金の対象となりません。
口座振替でのお支払いを希望する場合は、同封の口座振替
依頼書にご記入の上、次の金融機関にて手続きをお願いし
ます。水道使用料などと同じ口座から引き落とす場合でも、
「受益者負担金」としての手続きは必要になりますのでご注
意ください。また、過去に今回の申告とは別の土地につい
て、受益者負担金の口座振替手続きをした事がある方につ
きましても、お手数ですが今回改めて手続きをしていただ
く必要がありますのでご注意ください。

申告書は誰に送
付されるのです
か。

負担金の支払い
はいつ頃ですか。
またどんな方法
がありますか。

支払いを口座振
替でしたいので
すが、手続きは
必要ですか。

問　い 答　え

生活・環境

就
農
希
望
者
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

笛
吹
市
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

申
告
書
の
返
送
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す

子
ど
も
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ト
作
り
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き

や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険

料
納
付
の
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
は
、
過
去
分
の
国
民
年
金

保
険
料
納
付
の
免
除
（
※
注
）
が
受
け

ら
れ
る
期
間
は
、
申
請
の
直
前
の
7
月

ま
で
（
学
生
納
付
特
例
は
直
前
の
4
月

ま
で
）
の
1
年
以
内
で
し
た
が
、
平
成

26
年
4
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
2
年

1
カ
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

※
注
…
…
「
免
除
」
と
は
、
全
額
免
除
、

一
部
免
除
（
3
／
4
、
半
額
、
1
／
4
）、

若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例

の
こ
と

失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象
期

間
も
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
災
害
・
失
業
な
ど
を
理
由

と
し
た
免
除
（
特
例
免
除
と
い
い
ま
す
）

は
、
申
請
時
点
の
年
度
ま
た
は
前
年
度

に
災
害
・
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
こ

と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成

26
年
4
月
か
ら
は
災
害
・
失
業
な
ど
の

前
月
か
ら
災
害
・
失
業
な
ど
が
あ
っ
た

年
の
翌
々
年
6
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い

て
特
例
免
除
の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。（
平
成
26
年
3
月
以
前
に

あ
っ
た
災
害
・
失
業
も
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
過
去
分
の
審
査
対
象
期
間
は
、

2
年
1
カ
月
前
ま
で
で
す
）

ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
2
年
1
カ
月
前
の
月
分
ま
で
免
除
申

請
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
申

請
が
遅
れ
る
と
万
が
一
の
際
に
障
害

年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
や

失
業
な
ど
の
特
例
免
除
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み

や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に

基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
免

除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
全
額
免
除
と
一
部
免
除
は
配
偶
者
お

よ
び
世
帯
主
、
若
年
者
納
付
猶
予
は

配
偶
者
に
つ
い
て
も
所
得
審
査
を
行

い
ま
す
。
配
偶
者
や
世
帯
主
が
失
業

な
ど
に
該
当
す
る
場
合
も
免
除
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　市
役
所
年
金
担
当
・
各

支
所
年
金
担
当
ま
た
は
年
金
事
務
所

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
添

付
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　後
納
制
度
は
、
過
去

10
年
間
に
納
め
忘
れ
た

保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
将
来
の
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た

方
は
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年

金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保
険
料

が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
期

限
は
平
成
27
年
9
月
30
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

後
納
保
険
料
の
納
付
書
の
「
使
用

期
限
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま
れ
た

方
で
、
平
成
16
年
4
月
以
降
分
の
後
納

保
険
料
の
納
付
が
お
済
で
な
い
方
は
、

納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限
（
平

成
26
年
3
月
31
日
）
ま
で
に
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付
し
な

か
っ
た
方
が
、
平
成
26
年
4
月
以
降
に

納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た
な

加
算
額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し
ま
す

の
で
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
注
意

　平
成
16
年
3
月
以
前
の
後
納
保
険
料

は
、
10
年
を
超
え
る
た
め
平
成
26
年
4

月
以
降
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

後
納
制
度
の
申
し
込
み
・
納
付
書
の
再

発
行
の
問
合
せ
先
（
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

○
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　☎
0
5
7
0
|
0
1
1
|
0
5
0

○
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

に
な
る
場
合
は

　☎
0
3
|
6
7
3
1
|
2
0
1
5

受
付
時
間
…
月
曜
日 

午
前
8
時
30
分

〜
午
後
7
時
、
火
〜
金
曜
日 

午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
、
第
2
土

曜
日 

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
以

降
の
開
所
日
初
日
に
午
後
7
時
ま
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
祝
日
（
第

2
土
曜
日
を
除
く
）、
12
月
29
日
〜

1
月
3
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電

話
か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、
市

内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話
以

外
（
携
帯
電
話
等
）
か
ら
お
か
け
に

な
る
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料
金
が

か
か
り
ま
す
。「
0
3
|
6
7
3
1
|

2
0
1
5
」
の
電
話
番
号
に
お
か
け

に
な
る
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料
金

が
か
か
り
ま
す
。

※「
0
5
7
0
」
の
最
初
の
0
を
省
略

し
た
り
、
市
外
局
番
を
つ
け
て
間
違

い
電
話
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
発

生
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
か
け
間
違

い
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
甲
府
年
金
事
務
所 

　☎
0
5
5（
2
5
2
）1
4
4
1

　市
で
は
地
震
に
強
い
家
を
目
指
し

て
、
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
等
に

対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

無
料
耐
震
診
断

▼
対
象

　次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

住
宅
で
す
。

○
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅
（
同
年
6
月
1
日
以
降
に

増
築
を
行
っ
た
場
合
も
可
）

○
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
2
階

建
て
以
下
の
住
宅
（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
な
ど
は
対
象

外
）

○
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の
も
の

○
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の

2
分
の
1
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有

し
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
（
複
数
の

住
宅
所
有
者
の
場
合
は
、
主
に
居
住

し
て
い
る
1
棟
が
対
象
で
す
）

▼
募
集
戸
数

　60
戸

▼
診
断
費
用

　無
料
（
市
が
全
額
負
担
）

▼
申
込
期
間

　3
月
10
日（
月
）〜
4
月

30
日（
水
）

▼
申
込
方
法

　ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま

た
は
各
支
所
に
備
え
て
い
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

耐
震
改
修
工
事
等
の
補
助
制
度

　耐
震
診
断
で
総
合
評
点
1
・
0
未
満

と
判
定
さ
れ
た
個
人
住
宅
（
自
己
用
）

に
つ
い
て
、
耐
震
改
修
、
耐
震
建
替
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
を
行
う
場

合
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　計
画
指
導
担
当

　

　☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
4

■問合せ先　・甲府年金事務所　☎055（252）1441
・市役所国民健康保険課  高齢者医療・年金担当  ☎055（262）4111

当年7月に申請

当年４月に申請

当年５月に申請

当年６月に申請

当年７月に申請

当年８月に申請

こ
れ
ま
で

平
成
26
年
4
月
か
ら

前々年 前　年 当　年 翌　年保険料免除・納付
猶予の申請期間

当年8月から当年
12月までに申請

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 78 9 101112

承認可能期間

承認可能期間

承認可能期間

承認可能期間

承認可能期間

承認可能期間

申請期間

申請期間

申請期間

申請期間

申請期間
承認可能期間

申請期間
承認可能期間

承認可能期間

承認可能期間

申請期間
承認可能期間

申請期間

※納付期限が休日・祝日に当たるなど、これに該当しない場合がありますので、詳しくはお問い合わせください。

当年1月から当年
6月までに申請

国
民
年
金
後
納
制
度
で
将

来
の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

平
成
26
年
4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
が
で
き
る
対
象
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す

地
震
に
備
え
て・耐
震
化
支
援
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催
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
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萩
原
プ
ロ
パ
ン
　
萩
原
茂
夫
様

（
石
和
町
河
内
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
】

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

温泉地として知られるバート市で源泉を試飲する視察団。その
他、様々な産業を視察した。

　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
各

地
へ
相
談
員
が
出
向
い
て
「
移
動
県
民

相
談
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

東
山
梨
地
域
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
20
日（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
東
山
梨
合
同
庁
舎
　
2
0
2

号
室
（
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
１
２
３

９
―
1
）

▼
内
容
　
法
律
相
談
（
家
族
、
近
隣
問

題
、
相
続
、
金
銭
貸
借
）
交
通
事
故

相
談
、
労
働
相
談
、
消
費
生
活
相
談

な
ど

※
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
2
3
）1
5
7
1

▼
日
時
・
場
所
　

○
3
月
7
日（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　（
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

　
春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
3
月
16
日（
日
）　
午
前
9
時
〜
正
午

　（
受
付
は
午
後
11
時
30
分
ま
で
）

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合

は
、
結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
Ｌ

版
写
真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分

証
明
書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課
　

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
3
8

▼
日
時
　
3
月
19
日（
水
）　
　

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
分
か
る
資
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
3
8

　
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
生
活
か
ら
生
じ

る
ペ
ッ
ト
・
騒
音
・
管
理
費
等
の
問
題
、

長
期
修
繕
計
画
等
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
14
日（
金
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
市
役
所 

南
館
3
階 

3
0
2

会
議
室

■
問
合
せ
先
　（
社
）日
本
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
連
合
会
会
員
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
会
や
ま
な
し
（
担
当 

堀
内
）

　
☎
0
5
5（
2
5
1
）3
0
8
2

　
こ
の
た
び
、

市
長
が
推
薦
し

市
議
会
の
同
意

を
得
た
石
原
均

氏
（
春
日
居
町

出
身
）
が
、
1

月
1
付
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
28
年
12
月
31
日
ま
で
の
3
年
間
で

す
。
今
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
3
8

　
従
来
、
笛
吹
市
内
在
住
者
で
あ
っ
て

も
、
甲
州
市
・
南
ア
ル
プ
ス
市
・
韮
崎

市
お
よ
び
富
士
吉
田
市
の
各
市
役
所
に

設
置
さ
れ
た
自
動
交
付
機
を
利
用
し
て

住
民
票
お
よ
び
印
鑑
登
録
証
明
書
が
取

得
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
広
域
交
付
を

平
成
26
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
普
及
に

伴
い
、
自
動
交
付
機
を
利
用
し
て
の
広

域
交
付
の
利
用
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
維
持
管
理
費
用
が
利
用
数

に
見
合
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。

　
現
在
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
全
国
の

セ
ブ
ン
|
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
が
行
っ
て
お
り
、
朝

6
時
30
分
か
ら
夜
11
時
ま
で
住
基
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
、
住
民
票
お
よ
び
印
鑑

登
録
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。

　
市
外
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
市
内
に
は
石
和
図
書
館
、
市
役
所

南
館
、
各
支
所
（
芦
川
支
所
除
く
）
に

自
動
交
付
機
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
合
わ
せ
て
ご
案
内
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
戸
籍
住
民
課
　
住
民
記
録
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
昨
年
11
月
4
日
か
ら
11
日
ま
で
の
8
日
間
、
市
民
16
名

を
主
体
と
し
た
友
好
交
流
視
察
団
が
、
ド
イ
ツ
を
訪
問
し

ま
し
た
。
国
際
友
好
都
市
で
あ
る
バ
ー
ト
・
メ
ル
ゲ
ン
ト

ハ
イ
ム
市
を
中
心
に
、
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
地
域
・

産
業
振
興
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
報
告
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
19
日（
水
）

　
午
後
7
時
か
ら

▼
場
所
　
石
和
図
書
館
2
階
　
視
聴
覚

ホ
ー
ル
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
3
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
一
週
間
、
平
成
26
年
春
の
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
市
民
の
方
々
に
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、
尊
い
生
命
と

貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住宅防火の「切り札」で
ある住宅用火災警報器の
設置徹底については、特
に強力に推進します。
　住宅用火災警報器は、火災の発生を
いち早く見つけて逃げ遅れを防ぎます。
市火災予防条例において平成18年6月1
日から施行され、平成23年6月1日から
はすべての住宅で設置が義務化されて
おります。しかしながら、まだ設置さ
れておらず条例違反となっているお宅
が多数あり、市の設置率は県内で最下
位となっているのが現状です。設置がお済みでないお宅は、ご自身やご家族
の尊い生命を守るために速やかに設置しましょう。
《火災予防に努め、火災のない安全で安心して暮らせるまちにしましょう》

▼次の項目を重点的に推進します

◇住宅防火対策

住宅用火災警報器の設置徹底

独居老人世帯等に対する訪問防
火診断

◇防火対象物の防火管理体制の充実

自衛消防訓練の促進と実施指導

避難施設・消防用設備等の維持
管理の徹底
防炎品の使用徹底

◇車両（ミニローリー等）火災等予防対策
少量危険物移動タンク（ミニロ
ーリー）の防火安全対策の徹底

◇防火広報活動
防災行政無線放送、消防車両並びに大型物品販売店舗等の店内放送による
防火広報

市社会福祉協議会が行う介護予防講座に
出向き普及啓発講演を実施します。
市担当課及び関係機関と合同で独居老人
世帯への訪問防火診断を実施します。

市内の対象施設に対し訓練実施依頼文を
送付します。

消防本部及び署所にて掲示します。

消防本部においてミニローリーの検査を
実施します。

防火啓発用パネル等の掲示

■問合せ先　消防本部 予防課 　☎055（261）0119

消すまでは 心の警報 ONのまま（平成25年度防火標語）

立入検査により指導します。

立入検査により指導します。

相

　
　談

お
知
ら
せ

市
外
に
設
置
さ
れ
た
自
動
交

付
機
に
よ
る
住
民
票
・
印
鑑

証
明
書
交
付
が
終
了
し
ま
す

多
重
債
務
者
の
た
め
の

無
料
相
談
会

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
関
す
る

無
料
相
談

新
し
く
人
権
擁
護
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

移
動
県
民
相
談

笛
吹
市
結
婚
相
談
所
開
設

春
の
火
災
予
防
運
動
の
お
知
ら
せ

ド
イ
ツ
友
好
交
流
視
察
団
報
告
会
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催
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　一宮支所前を9時45分に出発するハーフマラソンの
部を皮切りに親子・ファミリーの部、10㎞の部の順に
4,000余名のランナーがスタートします。
　マラソン大会開催に伴い、一宮町内の一部の道路が
規制されるため混雑が予想されます。大変ご迷惑をお
かけしますが、ランナーが安全に通過できるようご協
力をお願いします。

※当日、一宮図書館・いちのみや桃の里ふれあい文化
館は休館になります。

　暴
力
団
は
、

対
立
に
伴
う
け

ん
銃
発
砲
事
件

を
起
こ
し
た
り
、

薬
物
密
売
、
不

当
要
求
等
の
さ

ま
ざ
ま
な
資
金

獲
得
行
為
を
巧
妙
に
行
い
、
県
民
の
生

活
や
社
会
経
済
の
発
展
に
と
っ
て
大
き

な
脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　暴
力
団
を
壊
滅
す
る
た
め
に
は
、
警

察
の
取
締
り
な
ど
に
あ
わ
せ
て
、
一
人

ひ
と
り
が
暴
力
団
排
除
の
意
識
を
高

め
、
対
決
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

  

山
梨
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
基
本
は
、

●
暴
力
団
追
放
「
3
な
い
運
動
」

▼
暴
力
団
を
恐
れ
な
い  

▼
暴
力
団
に
資
金
を
提
供
し
な
い

　
　

▼
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

　に
加
え
て

▼
暴
力
団
事
務
所
を
開
設
さ
せ
な
い

　こ
と
で
す
。

　暴
力
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
社
会
全
体
で
暴

力
団
を
追
放
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

■
問
合
せ
先

　笛
吹
警
察
署

　刑
事
第
二
課

　☎
0
5
5（
2
6
2
）0
1
1
0

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　県
で
は
、
国
道
1
3
7
号
新
御
坂
ト

ン
ネ
ル
の
天
井
板
を
全
面
通
行
止
め
に

て
撤
去
し
ま
す
。

　こ
の
た
め
、
工
事
期
間
中
に
つ
き
ま

し
て
は
国
道
3
5
8
号
や
若
彦
路
（
若

彦
ト
ン
ネ
ル
経
由
）
な
ど
へ
の
迂
回
を

お
願
い
し
ま
す
。
道
路
利
用
者
の
方
々

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
日
時

　5
月
26
日（
月
）午
前
0
時
〜

6
月
30
日（
月
）深
夜
24
時
ま
で
の
36

日
間

▼
規
制
（
全
面
通
行
止
め
）
場
所

富
士
河
口
湖
町
河
口
（
旧
道
〔
県
道

富
士
河
口
湖
笛
吹
線
〕
分
岐
）
〜
笛

吹
市
御
坂
町
藤
野
木
（
旧
道
〔
県
道

富
士
河
口
湖
笛
吹
線
〕
分
岐
）

■
問
合
せ
先

　

・
県
道
路
管
理
課

　☎
0
5
5（
2
2
3
）1
6
9
8

　℻
0
5
5（
2
2
3
）1
6
9
9

・
峡
東
建
設
事
務
所

　☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
1
4

　℻
0
5
5
3（
2
0
）2
7
1
9

■問合せ先　生涯学習課　スポーツ推進担当　☎055（261）3338

R411

R411
交通規制略図

日川橋南 小城 相興

一宮温泉病院

熊野神社南 七五三石 本都塚

至石和
R20

竹原田 鷺堂 東原 両ノ木神社 末木 浅間神社入口 石

至勝沼

Ｒ137

最後尾車通過後は車輌通行可
相興10：45頃、小城10：55頃　日川橋南11：15分頃

11:15頃（最後尾車
通過後）には車輌
通行可

11:20頃（最後尾
車通過後）には車
輌通行可 12:05分まで車輌規制 10：45分頃（最後尾車通

過後）には車輌通行可

12:05分まで車輌規制

11:55頃（最後尾車通過後）
には車輌通行可。

12:00頃（最後尾車通
過後）には車輌通行可

9:30～10:40頃まで
交通規制

11:35頃（最後尾車通
過後）には車輌通行可 12:05分まで車輌規制

12:05分まで車輌規制

正午頃（最後尾車通過後）
には車輌通行可。

11:55頃（最後尾車通過後）
には車輌通行可。

一宮北小

スポーツ公園

一宮西小

一宮支所

浅
間
神
社

里の駅

入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

グループウェアサーバ機器購入

職員室・パソコン教室用プリンタ保守パック

消防新入団員貸与品購入

防災テント購入

非常用発電機及びＬＥＤバルーン照明機購入

公用車（軽貨物車ワンボックスタイプ2WD）購入

公用車（軽貨物車ワンボックスタイプ4WD）購入

公用車（小型貨物車バンタイプ4WD）購入

公用車（軽乗用車2WD）購入

下水道関連配水管布設替実施設計業務委託（一宮）

下水道関連配水管布設替実施設計業務委託（石和）

舗装本復旧工事(境川５工区)

笛吹市公用車駐車場整備工事

舗装本復旧工事(境川４工区)

下水道関連配水管布設替工事（本都塚）

配水管布設工事第５工区（一ノ宮）

下水道関連配水管布設替工事（一ノ宮）

配水管布設替工事第４工区（地蔵堂）

御坂北保育所門扉・駐車場改修工事

石和町

石和町市部

市役所本庁・各支所

石和保健福祉センター

石和保健福祉センター

市役所

市役所

市役所

市役所

一宮町塩田

石和町今井・下平井

境川町小黒坂

石和町市部

境川町小山

一宮町本都塚

一宮町一ノ宮

一宮町一ノ宮

一宮町地蔵堂

御坂町金川原

平成26年1月21日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

￥580,000

￥1,414,400

￥23,300

￥926,000

￥2,560,000

￥715,067

￥857,362

￥1,412,677

￥2,766,628

￥2,550,000

￥3,450,000

￥3,790,000

￥7,650,000

￥9,200,000

￥9,150,000

￥5,500,000

￥6,800,000

￥12,700,000

￥7,290,000

￥821,000

￥1,880,000

￥23,870

￥1,497,200

￥4,746,400

￥1,053,000

￥1,177,000

￥1,562,000

￥3,759,000

￥3,690,000

￥4,950,000

￥3,940,000

￥7,830,000

￥9,370,000

￥9,480,000

￥6,600,000

￥7,000,000

￥13,050,000

￥7,340,000

（株）フジコー

（株）メディアブレイン

 東八防災（株）

（株）小林事務機

 東八防災（株）

 龍澤自動車整備工場

 オートサービスシズメ

 オートサービスシズメ

 龍澤自動車整備工場

（株）カイシン

（株）ＭＵＫＡＩ

（株）中村工務店(境川)

（有）浅川住宅設備

 石原設備

（有）浅川住宅設備

（有）佐野工業所

（有）住まいの高野

（株）山水コンサルタント
　　笛吹支店
（株）山水コンサルタント
　　笛吹支店

笛
吹
警
察
署
か
ら
お
知
ら
せ

〜
暴
力
団
排
除
運
動
の
推

進
〜

国
道
1
3
7
号
新
御
坂
ト

ン
ネ
ル
の
天
井
板
撤
去
に

伴
う
全
面
通
行
止
め
に
つ

い
て マラソン大会に伴う

交通規制にご協力を
4月6日（日）
午前9時30分～午後0時5分
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■問合せ先　環境推進課　☎055（262）4111

実施日 実施場所 実施時間

4月3日（木）

川中島公民館 9:00～ 9:30

石

　
　和

　
　町

八田公民館 9:40～10:10

山岸公民館 10:25～11:00

小林公園 11:15～12:00
JAふえふき石和第三共選所
（中川） 13:15～14:00

実施日 実施場所 実施時間

4月18日（金）

4月15日（火）

御

　
　坂

　
　町

一
　
　宮

　
　町

11:00～11:20林業センター

梶原公知宅前 11:30～11:50

13:00～13:20道駒公民館

13:30～13:50東部公民館

14:00～14:20八反田公民館

14:30～14:50下黒駒公民館

南コミュニティセンター 9:00～ 9:20

室部公民館 9:30～ 9:50

神有公民館 10:00～10:20

大野寺公民館 10:30～10:50

二階公民館

11:00～11:20尾山公民館

11:30～11:50

新下野原公民館 13:00～13:30

蕎麦塚公民館 13:40～14:00

八千蔵コミュニティーセンター 14:10～14:30

成田コミュニティセンター 9:00～10:00

下成田公民館 10:15～10:45

下井之上集落センター 11:00～11:45

二之宮公民館 14:10～15:10

4月17日（木）

金川原公民館 9:00～ 9:45

井之上公民館 10:00～10:45

夏目原公民館 11:00～11:45

栗合公民館 13:00～14:00

4月21日（月）

田中公民館 9:00～ 9:45

竹原田公民館 10:00～10:45

甲斐奈神社 11:00～11:45

4月22日（火）

市之蔵果実組合

9:00～ 9:30塩田果実組合

9:45～10:15

JAふえふき一宮第六統合共選所 10:30～11:00

○果実組合 11:15～11:45

末木果実組合 13:00～14:00

JAふえふき一宮第三統合共選所 13:00～14:00

4月4日（金）

日の出出荷所 9:00～ 9:30

JAふえふき石和第二共選所
（四日市場公民館）

9:40～10:10

広瀬公民館

10:20～10:50

唐柏集落センター

11:00～11:45

窪中島公民館

13:00～14:00

4月7日（月）

JAふえふき富士見東部共選所
（小石和） 9:00～ 9:45
JAふえふき富士見南部共選所
（井戸） 10:00～10:45
JAふえふき富士見第一共選所
（東高橋） 11:00～11:45

河内公民館 13:00～14:00

4月10日（木）

大黒坂集荷所 9:00～ 9:20

境

　
　川

　
　町

御

　坂

　町

小黒坂集荷所 9:30～ 9:50

小山公民館 10:00～10:20

前間田コミュニティセンター 10:30～11:00

石橋農産物加工センター 11:10～11:45

13:00～13:20境川総合会館

13:30～14:00大坪ふれあいプラザ

4月11日（金）

4月14日（月）

大窪公民館

9:30～ 9:50

藤垈チビッコ広場（旧集荷所）

10:00～10:20

原公民館

10:30～10:50上寺尾公民館

11:00～11:30

中寺尾公民館

13:00～13:30

13:40～14:00

間門（新）公民館

坂野公民館前出荷場

新上宿公民館

戸倉公民館

十郎出荷所

平成26年度　狂犬病予防注射日程表

イ

芦

　川

　町

4月8日（火）

上芦川諏訪神社前 9:30～ 9:50

新井原公民館前 10:00～10:20

ふるさと総合センター前 10:30～11:00

鶯宿公民館前 11:10～11:30

春
日
居
町

4月28日（月）

桑戸公民館 9:00～ 9:30

別田チビッコ広場 9:45～10:15

春日居支所北側駐車場 10:30～11:00

国府公民館前 11:15～11:45

JAふえふき岡部支所共選所 13:00～14:00

4月24日（木）

4月25日（金）

奈良原集落センター 9:00～ 9:20

八

　
　代

　
　町

門林コミュニティセンター 9:30～ 9:50

下の川公民館 10:00～10:20

岡集落センター 10:30～11:00

JAふえふき八代東部共選所 11:15～12:00

13:15～14:00JAふえふき八代北部共選所

米倉集落センター 9:00～ 9:30

JAふえふき御所支所 9:45～10:15

JAふえふき八代西部共選所 10:30～11:00

新浜集落センター 11:15～11:45

八代支所駐車場 13:00～14:00

9:30～ 9:50

9:00～ 9:20

10:00～10:20

10:30～10:50

内

　訳

合　計

登録手数料

注射済票交付手数料

予防注射料金

3 , 5 0 0円

5 5 0円

2 , 9 5 0円

登録済犬

6 , 5 0 0円

3 , 0 0 0円

5 5 0円

2 , 9 5 0円

新規登録犬

○犬の登録は生涯１回です。登録済の犬は登録料がかかりません。
○注射場所では混雑が予想されますので、お釣りのないようご協力下さい。
○飼い犬が亡くなってまだ届出をしていない方は、環境推進課または支所へ届出をお願いします。
○予防注射料金の改定が行われ、平成２６年４月１日より料金が2,850円から2,950円に変更となります。

　市では、地球温暖化防止策の一環として、予算の範囲内で住宅用太陽光
発電システム設置者に補助金を交付しています。これから家を建てられる予
定の方、現在住んでいる住宅に新たに太陽光パネルの設置を考えている方
は、ぜひご利用ください。
　なお、詳細につきましては、市ホームページをご覧いただくか、または環境推進課までお問い合わせください。
▶交付対象　住宅（市内に自ら居住するためのもの）に新規に住宅用太陽光発電システムを設置した場合
▶補助金額　一律５万円　　　▶申請可能期間　発電システム設置後６カ月以内

平成26年度狂犬病予防注射

笛吹市住宅用太陽光発電システム設置費補助金について

◎料金について（1頭につき）

　子猫・子犬が生まれても飼えないと分かっている場合は、事前に不妊・去勢手術を行いましょう。市で補助
金を交付していますので、ご希望の方は必ず手術の１週間前までに申請してください。手術後の申請について
は対象外になりますので、ご注意ください。

不妊・去勢手術補助金申請は手術前に

　狂犬病予防法により、生後３カ月
以上の犬は、毎年１回の予防注射を
受けることが義務づけられています。
平成26年度狂犬病予防注射を次ペー
ジの日程で実施しますので、ご利用ください。
また、日程の都合が付かない方は、5月に予定している予備
　日をご利用ください。
※登録済の犬の飼い主にはハガキが郵送されますので、必
ず最寄りの会場までお持ちください。
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ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
？

　行
政
と
市
民
と
が
一
体
と
な
り
、

協
働
し
て
地
域
美
化
を
推
進
す
る
た

め
の
制
度
で
す
。
ア
ダ
プ
ト
と
は
英

語
で
〝
〜
を
養
子
に
す
る
〞
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
市
民
が
里
親
と
な
っ

て
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
、
里

子
の
よ
う
に
愛
情
を
も
っ
て
面
倒
を

見
て
も
ら
い
（
美
化
活
動
を
す
る
）、

そ
れ
を
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
登
録

す
れ
ば
…

　市
は
、
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

登
録
団
体
に
対
し
て
美
化
活
動
に
使

用
す
る
ご
み
袋
・
ほ
う
き
等
の
清
掃

用
具
を
貸
与
・
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、

美
化
活
動
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
ご
み

に
つ
い
て
は
、
市
で
回
収
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
活
動
中
の
傷
害
に
対
処
す

る
た
め
、
登
録
者
全
員
に
対
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
へ
の
加
入
を
市

で
行
い
ま
す
。

ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
登
録
条
件

○
登
録
可
能
な
団
体
は
、
市
民
等
で

組
織
す
る
自
治
会
、
商
工
会
、
女

性
団
体
、
各
種
の
サ
ー
ク
ル
ま
た

は
、
同
好
会
等
地
域
住
民
団
体
、

教
育
・
行
政
機
関
、
地
元
企
業
及

び
そ
の
従
業
員
の
団
体
で
す
。（
登

録
者
年
齢
は
小
学
生
以
上
）

○
美
化
活
動
の
対
象
と
な
る
場
所
は
、

一
般
道
路
、
駅
前
、
河
川
敷
、
公
園
、

広
場
、
文
化
財
等
の
公
共
的
な
場

所
で
す
。

○
登
録
団
体
に
つ
い

て
は
、
年
間
6
回

以
上
環
境
美
化
活

動
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　河
川
の
水
は
、
畑
や
池
な
ど
で
利

用
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
の
で
、

水
が
汚
れ
る
と
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。
水
質
汚
濁
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
油
や
農
薬
を
河
川
へ
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
家
庭
か
ら
の
も
の
と
思
わ

れ
る
ご
み
に
よ
り
、
河
川
が
汚
さ
れ

て
い
ま
す
。
河
川
に
ご
み
を
捨
て
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
風
な
ど
に
よ

る
飛
散
に
も
十
分
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

　身
近
な
環
境
の
美
化
を
心
が
け
、

き
れ
い
な
河
川
を
私
た
ち
で
守
り
次

世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　皆
さ
ん
に
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）

等
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
再
生
自
転
車
と
遊
休
陶
磁
器
製

食
器
を
頒
布
し
ま
す
。

▼
日
時
・
頒
布
品

　3
月
8
日（
土
）

○
な
で
し
こ
フ
ェ
ア
（
再
生
自
転
車

50
台
）

・
受

　付

　午
前
9
時
〜
10
時

・
抽
選
会

　午
前
10
時
5
分
か
ら

○
も
っ
て
け
市
（
陶
磁
器
製
食
器
）

　午
前
9
時
〜
10
時
30
分

※
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
持
ち
帰
り
量
を

制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ

い
。

▼
場
所

　甲
府
市
環
境
セ
ン
タ
ー
車

庫
棟
南
側

■
問
合
せ
先

　甲
府
市
環
境
部

　廃
棄
物
対
策
室

　減
量
課

　

　☎
0
5
5（
2
4
1
）4
3
2
7

ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ご
存
知
で
す
か
？

〜
き
れ
い
な
住
み
よ
い

笛
吹
市
に
す
る
た
め

に
〜

河
川
に
捨
て
な
い
で
！

な
で
し
こ
フ
ェ
ア
・

も
っ
て
け
市

・
ゴ
ミ
出
し
に
　あ
な
た
の
モ
ラ

ル
が
　み
え
ま
す
よ

・
日
々
の
く
ら
し
の
点
検
に

　あ
す
の
エ
コ
が
み
え
て
く
る

（
匿
名
希
望
さ
ん
の
作
品
）

■問合せ先　環境推進課　☎055（262）4111

今
月
の

環
境
標
語

　ごみ置場はそこを使用する地域の人た
ちによって、掃除等を行い管理されてい
ます。他の地域からごみを持ち込むこと
は控え、ごみは自分の住んでいる地域の
ごみ置場へルールを守って捨てるように
してください。

美化活動の様子（一部紹介）

ごみ出しのルール・マナーを
しっかり守りましょう！

は
ん
ぷ県

立
博
物
館 

か
い
じ
あ
む
便
り

　
戦
後
日
本
の
代
表
的
な
マ
ン
ガ
を
生
み
出

し
た
手
塚
治
虫
と
石
ﾉ
森
章
太
郎
。

　
2
人
の
マ
ン
ガ
は
、
多
く
の
人
々
に
笑
い

や
勇
気
、
希
望
や
感
動
な
ど
様
々
な
「
ち

か
ら
」
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
貴
重
な
原
稿
や
掲
載
誌
な

ど
の
資
料
に
よ
っ
て
、
2
人
の
歩
み
と
作
品

に
こ
め
ら
れ
た
自
然
と
文
明
、
人
間
や
未

来
な
ど
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
振
り
か
え

な
が
ら
、
い
ま
や
日
本
発
の
世
界
的
な
文

化
と
し
て
成
長
を
と
げ
た
マ
ン
ガ
の
持
つ

「
ち
か
ら
」
の
源
流
を
探
り
ま
す
。
彼
等
が

青
春
時
代
を
過
ご
し
た
マ
ン
ガ
の
聖
地
「
ト

キ
ワ
荘
」
も
再
現
展
示
し
ま
す
。

▼
日
時

　3
月
21
日（
金
・
祝
）〜
5
月
19

日（
月
）

▼
場
所

　企
画
展
示
室

▼
観
覧
料

　一
般
１
０
０
０
円
ほ
か

　
当
館
の
平
川
南
館
長
が
、
最
新
の
研
究

成
果
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

▼
日
時

　3
月
16
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　生
涯
学
習
室

▼
参
加
費

　無
料
　
※
申
込
不
要

▼
日
時

　3
月
23
日（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所

　博
物
館
ロ
ビ
ー
　

▼
参
加
費

　無
料
　
※
申
込
不
要

　
四
季
折
々
の
博
物
館
の
お
庭
を
散
策
し

ま
す
。

▼
日
時

　3
月
15
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

▼
場
所

　博
物
館
外
庭

▼
参
加
費

　無
料
　
※
申
込
不
要
、
雨
天
・

降
雪
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

館
長
ト
ー
ク
「
古
代
社
会
の

実
像
を
探
る
6
」

か
い
じ
あ
む
子
ど
も
工
房

「
マ
ン
ガ
家
に
な
ろ
う
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
庭

の
見
ど
こ
ろ
ガ
イ
ド

企
画
展
「
手

　治
虫
×
石
ﾉ
森
章

太
郎 

| 

マ
ン
ガ
の
ち
か
ら 

|
」

釈迦堂遺跡博物館だより
　
今
年
は
フ
ル
ー
ト
の
岡
村
孝
子
氏

に
加
え
、
ピ
ア
ノ
　
杉
本
周
介
氏
、

オ
カ
リ
ナ
　
弓
場
さ
つ
き
氏
を
お
迎

え
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

▼
日
時

　3
月
15
日（
土
）

　
開
場
　
午
後
6
時
30
分

　
開
催
　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

▼
会
場

　釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
ロ
ビ
ー

▼
定
員

　60
人

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
込
期
日

　3
月
1
日（
土
）か
ら

▼
申
込
方
法

　電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
期
間

　3
月
21
日（
金
・
祝
）〜
4

月
27
日（
日
）

▼
期
間

　3
月
26
日（
水
）〜
6
月
2

日（
月
）

　
皆
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
き
、
昭

和
63
年
の
開
館
よ
り
26
年
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
よ
り
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
博
物
館
を
目
指
し
、「
し
ゃ

か
ど
う
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
入
会
方
法

　申
込
用
紙
に
記
入
し

て
、
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
期
限

　申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た

年
度
の
年
度
末
（
3
月
）
ま
で

▼
会
費

　1
0
0
0
円
　

▼
入
金
方
法

　窓
口
・
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
会

費
納
入
後
に
会
員
証
を
お
送
り
し

ま
す
。

▼
会
員
の
方
の
特
典

　

○
入
館
料
が
無
料

○
展
示
の
ご
案
内
・
釈
迦
堂
折
々
の

便
り
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
な
ど
の
情
報
を

い
ち
早
く
お
知
ら
せ
し
、
先
行
受

付
し
ま
す
。

▼
開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
除
く
）

▼
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

　
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

い
に
し
え
の
丘

星
降
る
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト

「
し
ゃ
か
ど
う
ふ
ぁ
ん

ク
ラ
ブ
」会
員
募
集

釈
迦
堂
花
ウ
ィ
ー
ク

春
の
企
画
展『
古
墳
』

29  FUEFUKI CITY 2014.03 No.114  28

サイボーグ 009
　　 　©石森プロ

鉄腕アトム
©手塚プロダクション



インフォメーションインフォメーションインフォメーション書

図
書
館
情
報

図図 館
L I B R A R Y  I N F O R M A T I O N

図
書
館
情
報

L I B R A R Y  E V E N T イベントイベントイベント
●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊
 

3
月
1
日（
土
）・
8
日（
土
）・
15
日

（
土
）・
22
日（
土
）・
29
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン
 

　
3
月
13
日（
木
）・
27
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
3
月
6
日（
木
）・
20
日（
木
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会
（
お
話
・
工
作
・

映
画
会
）

　
３
月
1
日（
土
）

　
午
後
2
時
〜
３
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
３
月
11
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト
）★

３
月
14
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
3
月
の
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
は
第
3
金
曜

日
が
祝
日
の
た
め
、
第
2
金
曜
日
に

開
催
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
３
月
５
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会

３
月
２
日（
日
）・
23
日（
日
）・
30
日

（
日
）　
午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

　
３
月
14
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
３
月
９
日（
日
）　
午
後
２
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
３
月
19
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
３
月
16
日（
日
）　
午
後
２
か
ら

●
バ
ム
と
ケ
ロ
の
お
は
な
し
会

　
3
月
8
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

　（楽
し
い
読
み
聞
か
せ
）

3
月
1
日（
土
）・
15
日（
土
）・
22
日

（
土
）・
29
日（
土
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

3
月
5
日（
水
）・
12
日（
水
）・
19
日

（
水
）・
26
日（
水
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会
 

　
3
月
1
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や

　も
も

　（乳
幼
児
向
け
）

３
月
11
日（
火
）・
25
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

３
月
８
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

３
月
15
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や

　さ
く
ら
ん
ぼ

３
月
22
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向

き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば

随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

　（
担
当
　
石
倉
） 
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３月図書館イベント

　平成19年2月25日86歳の生涯を終え
た 俳人 飯田龍太 を偲び、講演会を開
催します。俳人龍太の魅力や活動など
を語っていただきます。

「龍太先生のあれこれ」

▶日　時　３月21日（金・祝）
　午後1時30分～ 3時
▶場　所　境川総合会館　3階大ホール
▶講　師　高室陽二郎氏
▶定　員　150人　
▶参加費　無料　※申込不要
▶協　力　飯田龍太文学碑建設委員会
　笛吹市文化協会境川町俳句部
■問合せ先　石和図書館　☎055（262）5959

～プロフィール～　高室陽二郎氏
甲府市高室町生まれ。飯田龍太文学碑建設委員会副委員長、山梨県山岳連盟名誉会長、日本山
岳協会顧問ほか。著書「山と人」「南アルプス」。元山梨放送代表取締役社長

▶日　時　3月9日（日）　午前11時から
▶場　所　スコレーセンター
※「としょかんでへんし～ん」（コスプレ）は、午前10時30分
から行います。

※当日ブックリサイクルも開催します。（午前11時から午後
2時）数に限りがありますので、お早めにお越しください。

▶日　時　3月８日(土)
　開場 午後1時　開演 午後1時30分
▶場　所　一宮図書館　視聴覚室
▶入場料　無料
■問合せ先　一宮図書館
　☎0553（47）5220

第７回 俳句の里 境川
飯田龍太を語る会

子どもまつりスペシャルおはなし会
おはなし会に参加して、コスプレでへんしんしよう!!

朗読発表会

たかむろ ようじろう

3月
図
書
館
休
館
日

図
書
館
休
館
日

一
宮
図
書
館

☎
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火・木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水・金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

☎
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日・土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

☎
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土・日・祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

3
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

24
日（
月
）・
31
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

５
日（
水
）・
12
日（
水
）・
19
日（
水
）・

26
日（
水
）・
31
日（
月
）

◆
一
宮
図
書
館

３
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

21
日（
金
・
祝
）・
24
日（
月
）・
31
日（
月
）

◆
八
代
図
書
館

3
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

21
日（
金
・
祝
）・
24
日（
月
）・
31
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

2
日（
日
）・
9
日（
日
）・
16
日（
日
）・

21
日（
金
・
祝
）・
23
日（
日
）・
30
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

３
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

24（
月
）・
31
日（
月
）

石
和
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月・火・木・金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日・土・日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

第７回 俳句の里 境川
飯田龍太を語る会

子どもまつりスペシャルおはなし会
おはなし会に参加して、コスプレでへんしんしよう!!

朗読発表会 　図書館朗読ボランティア「せせらぎ」
による朗読会です。
　素敵なひとときをお過ごしください。
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笛吹市の出来事いろいろ ト ピ ッ ク ス

左から小島奈緒さん、保坂周さん、青木星子さんと各作品

石和温泉冬花火

　
1
月
30
日
お
よ
び
2
月
の
1
カ

月
間
、
笛
吹
川
河
川
敷
に
お
い
て
、

石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合
は
、「
冬

花
火
〜
笛
吹
川
の
舞
〜
」
と
題
し

て
、
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鵜
飼
橋
上
流
の
河
川
敷

に
設
置
さ
れ
た
会
場
で
は
、
甘
酒

や
お
し
る
こ
が
振
舞
わ
れ
た
ほ

か
、
20
本
の
桜
の
木
に
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

澄
ん
だ
夜
空
に

大
輪
の
華

冬
花
火
〜
笛
吹
川
の
舞
〜

身近な歴史ロマンに、たくさんの方が参加した＝
春日居あぐり情報ステーション

　
1
月
18
日
、
春
日
居
郷
土
館
は
、

末
木
健
氏
（
豊
富
郷
土
資
料
館
館

長
）
に
よ
る
「
甲
斐
の
黒
駒
と
聖
徳

太
子
伝
承
」
と
題
し
た
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
聖
徳
太
子
が
甲
斐

の
黒
駒
に
乗
っ
て
富
士
山
に
登
り
、

3
日
で
帰
還
し
た
こ
と
や
、
か
つ
て

富
士
山
の
8
合
目
に
聖
徳
太
子
と

黒
駒
が
登
山
し
た
時
に
仮
の
宿
と

し
た
「
駒
ヶ
岳
太
子
室
」
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
、
古
代
の
伝
承
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
笛
吹
市
開
催
競
技
に

係
る
ポ
ス
タ
ー
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム

表
紙
図
案
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
同
大
会
は
、
山
梨
県
を
含
む
東

京
都
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
の
1

都
3
県
で
開
会
さ
れ
ま
す
。
市
内

で
は
、
8
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で

自
転
車
競
技
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
同
大
会
笛
吹
市
実
行
委
員

会
は
ポ
ス
タ
ー
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
表

紙
図
案
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

保
坂
　
周
さ
ん
（
笛
吹
高
校
）

優
秀
賞

小
島
奈
緒
さ
ん
（
笛
吹
高
校
）

青
木
星
子
さ
ん
（
日
川
高
校
）

　
1
月
18
日
、
一
宮
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
勤
務
の
戸
田
牧
美
主
任
調
理

員
は
、
学
校
給
食
の
発
展
に
尽
く

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
25

年
度
学
校
給
食
功
労
者
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
戸
田
さ
ん
は
平
成
2
年
10
月
に

一
宮
北
小
学
校
に
勤
務
以
来
、
現
在

ま
で
24
年
間
安
全
・
安
心
で
美
味

し
い
学
校
給
食
の
提
供
に
努
め
ま

し
た
。
ま
た
、
一
宮
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
主
任
調
理
員
と
し
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が
ら
調

理
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
職
場
の
雰
囲
気
づ
く
り

な
ど
に
も
努
力
し
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
給
食
功
労
者
表
彰
を
受
賞

一
宮
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　

戸
田
牧
美
主
任
調
理
員

伝
説
に
思
い
を
馳
せ
る

甲
斐
の
黒
駒
と
聖
徳
太
子
伝
承

坂本教育長に受賞の報告をする戸田さん（右）

　
さ
く
ら
温
泉
通
り
（
石
和
町
川

中
島
地
内
）
に
、
俳
句
を
掲
示
す

る
「
俳
句
の
小
径
」
が
完
成
し
、

1
月
30
日
の
い
さ
わ
温
泉
の
日
に

合
わ
せ
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
、
第
28
回
国
民

文
化
祭
・
や
ま
な
し
２
０
１
３

「
文
芸
祭
俳
句
大
会
」
が
開
催
さ

れ
た
の
を
記
念
し
て
、
そ
の
入
選

作
6
8
4
点
が
、
さ
く
ら
温
泉
通

り
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
区
間
に
整
備

さ
れ
た
も
の
で
す
。

俳句を鑑賞する

さ
く
ら
温
泉
通
り
に

文
学
の
風
情俳

句
の
小
径
が
完
成

78
年
の
歴
史
に
幕

石
和
温
泉
駅
の
駅
舎
建
て
替
え石和温泉駅舎の建て替え

　
石
和
温
泉
駅
南
北
自
由
通
路
建

設
に
伴
う
駅
舎
の
建
て
替
え
に
よ

り
、
旧
駅
舎
は
78
年
間
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
旧
駅
舎
に
は
、
社
員
の
皆
さ
ん

か
ら
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
大

き
く
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
携
帯
電

話
を
使
っ
て
撮
影
す
る
利
用
者
の

方
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、

旧
駅
舎
の
東
側
に
は
、
仮
駅
舎
が

建
て
ら
れ
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
2
月
3
日
、
市
内
各
地
で
節
分

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
節
分
祭
を
行
っ
た
一
宮
浅
間
神

社
に
は
、
福
を
招
き
入
れ
よ
う
と

多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
こ
の
日
は
、
春
日
山
部

屋
の
3
人
の
力
士
が
登
場
し
、
大

き
な
歓
声
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
力
士
は
、
市
内
の
福
祉
施

設
も
訪
問
し
、
豆
ま
き
を
し
た
ほ

か
、
入
所
者
と
相
撲
を
取
り
歓
迎

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

お
相
撲
さ
ん
に

大
き
な
歓
声節

分
の
豆
ま
き
行
事

春日国さん、春日龍さん（写真）、若春日さんらが
豆まきを行う＝一宮浅間神社

市
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
競
技

を
P
R

自
転
車
競
技
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

こ
み
ち
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　1
月
に
、
市
内
で
は
多
く
の
地
域
で
、

道
祖
神
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
内
、
寒
さ
厳
し
い
1
月
14
日
、
石
和

町
、
芦
川
町
を
中
心
に
道
祖
神
祭
り
の

準
備
の
様
子
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
時
代

背
景
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
お
祭
り

の
中
で
、
伝
統
を
守
り
伝
え
る
た
め
に

多
く
の
人
々
が
努
力
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

道
祖
神
と
ど
ん
ど
焼
き

　道
祖
神
は
、
集
落
の
分
か
れ
道
や
集

落
境
な
ど
に
祀
ら
れ
た
神
様
で
、
旅
の

安
全
、
縁
結
び
、
子
ど
も
の
安
全
な
ど

を
司
る
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
と
と
も

に
集
落
内
に
疫
病
や
悪
霊
が
入
り
込
ま

な
い
よ
う
に
集
落
を
守
る
神
と
し
て
厚

く
信
仰
さ
れ
て
き
た
神
様
で
す
。
山
梨

県
内
で
は
丸
石
や
男
根
の
形
を
し
た
石

を
祀
っ
た
も
の
が
多
く
、
長
野
県
で
は

男
女
の
姿
を
刻
ん
だ
石
の
道
祖
神
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　ど
ん
ど
焼
き
は
小
正
月
に
地
域
の
各

戸
が
門
松
、
注
連
縄
な
ど
の
正
月
飾
り

を
持
ち
寄
り
、
藁
な
ど
で
造
っ
た
お
小

屋
と
と
も
に
道
祖
神
場
で
盛
大
な
火
を

燃
や
す
行
事
で
、
こ
の
火
で
焼
い
た
団

子
を
食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
い

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　今
日
で
は
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に

そ
の
形
式
も
簡
略
化
さ
れ
た
地
域
が
増

え
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
に
伝
わ
る
伝

統
的
な
お
祭
り
の
形
を
復
活
さ
せ
地
域

の
皆
さ
ん
の
手
で
大
事
に
守
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

八
田
区
、
川
中
島
区
の
亀
引
き

　八
田
区
や
川
中
島
区
の
道
祖
神
祭
り

に
は
松
葉
な
ど
で
飾
り
立
て
た
亀
型
の

山
車
が
登
場
し
ま
す
。
寒
風
の
中
、「
申

せ
、
申
せ
、
お
祝
い
申
せ
」
な
ど
の
大

き
な
掛
け
声
と
と
も
に
巨
大
な
亀
を
子

ど
も
た
ち
が
区
内
を
引
き
歩
き
ま
す
。

石
和
町
誌
（
第
二
巻
第
二
章
）
に
は
こ

の
「
お
祝
い
申
せ
」
を
紹
介
し
た
昭
和

60
年
の
新
聞
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
、『
一
月
十
四
日
、
町

内
を
子
ど
も
た
ち
が
山
車
を
引
き
回

す
。
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と

も
い
わ
れ
る
伝
統
行
事
も
昭
和
三
十
年

代
に
中
断
し
た
が
昭
和
五
十
年
ご
ろ
川

中
島
地
区
で
復
活
、
そ
の
後
昭
和
六
十

年
に
は
七
地
区
に
広
が
っ
た
。』
と
い

う
よ
う
に
当
時
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
。
記
事
に
は
『
先
輩
、
後

輩
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
け
て

い
る
現
代
っ
子
に
は
ま
た
と
な
い
祭

り
。
今
こ
そ
広
げ
る
べ
き
で
す
。』
と

か
、『
地
域
の
連
帯
感
の
形
成
に
は
必

ず
役
に
立
つ
』
と
い
っ
た
取
材
を
受
け

た
方
々
の
コ
メ
ン
ト
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

市
部
の
オ
フ
ネ

　市
部
の
仲
町
で
は
か
つ
て
藁
や
ヒ
ノ

キ
の
葉
で
造
っ
た
船
形
の
山
車
を
引
き

歩
き
ま
し
た
。
今
日
で
は
郵
便
局
前
の

畑
で
オ
フ
ネ
を
燃
や
す
形
で
伝
わ
っ
て

お
り
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。

オ
フ
ネ
の
舳
先
に
は
そ
の
年
の
干
支
の

顔
が
飾
ら
れ
ま
す
。

　　平
成
26
年
の
道
祖
神
祭
り
の
様
子
を

取
材
す
る
中
で
、
寒
い
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
大
人

も
子
ど
も
も
笑
顔
で
お
祭
り
に
関
わ
っ

て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

八田区の子どもたちによる亀引き

川中島区の福亀引き

市部仲町のオフネ

〜
季
刊 

笛
吹
市
探
訪
〜

笛
吹
市
の
道
祖
神
祭
り
を
巡
っ
て

わ
ら

n
o
.7
6

　笛吹市では、花いっぱいのまちづくりを応援していま
す。
　市内の憩いの場や道路沿いなどへ花を植え、育てたい
地区・住民の団体などに対して、花の苗を配布していま
す。

　花苗配布事業を利用して、多くの団体が花苗の支給を
受け、公共施設や道路沿い、土手沿いなどの花壇やフラ
ワーポットに、色とりどりの花が植えられました。
　公共空地があり、花が大好きな方や興味がある方は、
仲間と一緒に申請して、花のまちづくりを推進していきましょう。

■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎ 055（261）3339

　1月11日、春日居町下岩下公民館で「おこん袋作り」教
室が開催されました。
　古くから春日居地域の一部では、道祖神祭りに「おこん
袋」を飾ります。下岩下では、4枚の色紙を手縫いして螺
旋状に縫い合わされた袋を紙風船のように膨らませて上か
ら切り紙細工を飾ります。「おこん袋」には裁縫が上手に
なるようにという願いがこめられているそうです。そうし
てできあがった「おこん袋」は1月14日に老人会によって
弓に飾りつけられます。
　今回「おこん袋」の作り方が分からないという方たちの
要望に応えこの教室が開催されました。こうした伝統行事
は、子どもたちにとっては、心に残る故郷の原風景となり、
また地域の連帯を深める意味でも大切な行事です。
　笛吹市教育委員会では、地域コミュニティ講座（スコニ
ティ講座）を実施し、講師料の一部を助成しています。行
政区集会施設等を利用した自主企画運営で開催する講座、
教室、講演会等のお申し込みをお待ちしています。詳しく
は、生涯学習課または、各支所の生涯学習コーディネータ
ーまでご相談ください。

生涯学習コーディネーター通信生涯学習コーディネーター通信

■問合せ先　市民活動支援課　市民生活担当　☎055（262）4138

花のあるまちづくりを応援
～花のまちづくり花苗配布事業～

1月14日下岩下の道祖神の前に飾られた
「おこん袋」

八代町永井区による植栽

始めてみませんか？お花のボランティア活動

春日居町下岩下公民館
スコニティ講座「おこん袋作り」教室
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1月31日、市を全国にPRするために
自転車で日本を縦断する荻野誠亮

(せいすけ)さん（御坂町在住25歳）の壮行式が、市役所で行
われました。荻野さんは、海外に留学時、海外の人の地元
を愛する気持ちに感銘を受けた経験から、石川県白山市出
身の後輩とともに、この企画を考えました。二人は2月5日に
沖縄を出発し、3月末に山梨へ到着するまでの間、各地を
回って市のPRを行います。今後の様子は、ふえふき観光ナ
ビホームページや市フェイスブックをご覧ください。

表紙の写真

　市内それぞれの地元が選んだ、お勧めの「特選お花見
散策コース」をご紹介します。

　開花期間中、市内７カ所の名物桜「ふえふき七福桜」が装
いも新たにライトアップされます。（スタンプラリーあり）
※スタンプは午後7時～9時の間、設置します。また雨天の場
合中止することもあります。

　日程・イベント内容は変更になることがあります。
詳しくは、お問い合わせください。

●  メイン会場　八代ふるさと公園
　  4月5日（土）～13日（日）
●  お花見散策コース　3月下旬～4月下旬【市内13コース】
●  「ふえふき七福桜」ライトアップ
　  3月下旬～4月下旬【午後7時～9時】
●  境川ミズバショウ春まつり　3月21日（金・祝）
●  釈迦堂花ウィーク　3月21日（金・祝）～4月27日（日）
●  桃源郷かすがいまつり　3月29日（土）
●  笈形焼き点灯　3月29日（土）～4月15日（火）【午後7時～10時】
●  大文字焼き点灯　3月29日（土）～4月15日（火）【午後7時～10時】
●  桜・桃の花見バス　3月29日（土）・4月5日～27日　毎週土日
●  御坂会場　花鳥の里スポーツ広場　4月12日（土）・13日（日）
●  第43回信玄公祭り「甲州軍団出陣」
　  石和地内パレード　4月5日（土）
●  第10回笛吹市桃の里マラソン大会　4月6日（日）
●  第10回全国ゲートボール大会　4月9日（水）・10日（木）
●  笛吹市桃源郷の日　4月10日（木）
●  桃源郷の日　記念花火打上げ
　  4月12日（土）【午後8時～午後8時30分】
●  第35回川中島合戦戦国絵巻　4月20日（日）

©Central Japan Railway Company. All rights reserved.
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http://www.fuefuki-kanko.jp/

笛吹市

3月21日（
金）～

     4月2
7日（日）祭り

期間 

■問合せ先　・笛吹市観光物産連盟　☎055（261）2829　・観光商工課　☎055（262）4111



2014

カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

納期および口座振替日のお知らせ

●笛吹市消防本部
●救急医療情報センター
●山梨口腔保健センター
●小児初期救急医療センター

☎

☎

☎

☎

055（261）0119
055（224）4199
055（252）9955
055（226）3399

笛吹市役所 本庁 055（262）4111☎
●

●

御 坂 支 所
境 川 支 所

☎

☎

055（262）2271
055（266）2111

●

●

一 宮 支 所
春日居支所

☎

☎

0553（47）1111
0553（26）3111

●

●

八 代 支 所
芦 川 支 所

☎

☎

055（265）2111
055（298）2111

休日・夜間医療機関

日 曜 窓 口
取 扱 業 務

住民票写し、戸籍謄本・抄本写し、原付・小型特殊ナンバー 印鑑証明・所得・所得課税・非課税・納税
埋葬・火葬、斎場使用 出生・婚姻・離婚・死亡など戸籍関係 市税・国民健康保険税

交付
許可

証明書
納税届出

※戸籍証明申請については、委任状不可

20日 ◇上下水道使用料口座振替日
●石和町　川中島（荒屋）、四日市場（日の出）、市部、窪中島、八田、山崎、松本、駅前、山岸、下平井、上平井、中川
●八代町　北、高家、増利、米倉、竹居、大間田
●一宮町　末木、本都塚、北都塚、金田、坪井、田中、中尾、南野呂、北野呂、小城、上矢作、下矢作、桃の里団地、
　　　　　竹原田、東原
●御坂町　全域　　●春日居町　全域
◇温泉使用料口座振替日　●春日居町　全域

31日 ◇保育料3月分口座振替日

月3

支所からのお知らせ
八代支所
▶史跡めぐりウォーキング
　8日（土）AM9：00～
　JAふえふき八代東部共選所

●笛吹市社会福祉協議会 ☎０５５（２６５）５１８２
●石和地域事務所　　　 ☎０５５（２６２）１２６７
●御坂地域事務所　　　 ☎０５５（２６３）０８４８
●一宮地域事務所　　　 ☎０５５３（４７）２２８８
●八代地域事務所　　　 ☎０５５（２６５）２２４０
●境川地域事務所　　　 ☎０５５（２６６）５９１１
●春日居地域事務所　　 ☎０５５３（２６）３６６７
●芦川地域事務所　　　 ☎０５５（２９８）２１７０

総合相談 申込・問合せ先

■問合せ先　戸籍住民課または各支所

○住民票の写し・印鑑登録証明書を、証明書自
動交付機では1通100円、全国のセブンイ
レブン・ローソン・ファミリーマートでは1通
200円で取得できます。

無料で住民基本台帳カードが
作れます

平成26年3月31日まで

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・一宮保健センター
●多重債務無料相談会
・PM1:30～3:00
・スコレーパリオ

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・スコレーパリオ

●小・中学生囲碁・将棋大会
・AM10:00～PM3:00
（AM9:30開場）
・スコレーセンター

●議会本会議（閉会日）
　（予定）
・PM2:30～
・八代庁舎議場

●献血
・AM9:30～11:30
・春日居支所
・PM1:00～PM3:30
・一宮支所

●桃源郷かすがいまつり
・春日居スポーツ広場
・AM9:00～PM3:00
●フレッシュ名曲アルバム
・PM2:00～4:00
（PM1:30開場）
・スコレーセンター

●笛吹市桃源郷春まつり
　（～４月２７日）
●境川ミズバショウ春まつり
・藤垈の滝 大窪いやしの杜公園
・AM9:00～PM3:00
●スコレー杯将棋団体戦
・AM9:00～PM4:00
（AM8:30開場）
・スコレーセンター

●結婚相談所
・PM1:30～4:00
・春日居コミュニティーセンター

●宝くじ文化公演演劇
　「案山子」
・PM6:00～9:00
 （PM5:30開場）
・スコレーセンター

●軽スポーツ教室
・PM8:00～
・若彦路ふれあいスポーツ館

●総合相談（法律・福祉・人権・
消費生活・行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・坊ヶ峯ふれあいセンター
●献血
・AM9:30～11:30
・正午～PM3:30
・御坂支所

●日曜窓口（国民健康保険業
務関係一部開設・住民基本
台帳カード交付日）
・AM8:30～PM5:15
・南館

●体育施設利用者調整会議
・スコレーセンター
・御坂農村環境改善センター
・いちのみや桃の里スポーツ公
園体育館
・若彦路ふれあいスポーツ館
・境川総合会館
・春日居あぐり情報ステーション

●市民ミーティング
・PM7：00～
・芦川ふるさと総合センター

●議会本会議（一般質問）
　（予備日）
・AM10:00～
・八代庁舎議場

●日曜窓口（住民基本台帳カ
ード交付日）
・AM8:30～PM5:15
・南館
●フィーリングジャズオーケス
トラコンサート
・PM2:00～4:00
 （PM1:30開場）
・スコレーセンター

●議会本会議（一般質問）（予
定）
・AM10:00～
・八代庁舎議場

●議会本会議（予定）
・PM2:30～
・八代庁舎議場

●日曜窓口（住民基本台帳カ
ード交付日）
・AM8:30～PM5:15
・南館
●結婚相談所
・AM9:00～11:30
・春日居福祉保健センター

●日曜窓口（住民基本台帳カ
ード交付日）
・AM8:30～PM5:15
・南館

●日曜窓口（国民健康保険業
務関係一部開設・住民基本
台帳カード交付日）
・AM8:30～PM5:15  ・南館

大安仏滅先負

友引

赤口大安仏滅

先負友引先勝赤口

先勝赤口大安

赤口

仏滅先負友引先勝

大安仏滅
春分の日

先負友引

大安 赤口仏滅先負友引先勝

先勝 先負

1
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22181716

2423

3130

65
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212019

28 29272625



保健だより 　 問合せ先　健康づくり課 055（261）1901☎

　 問合せ先　芦川支所 055（298）2111☎

ごみ収集日 　 問合せ先　環境推進課 または各支所055（262）4111☎

乳幼児健診など乳幼児健診など マタニティスクール・育児学級などマタニティスクール・育児学級など

診療所開設日診療所開設日

乳幼児予防接種通知対象者

M E M O

3月

3月 2 0 1 4

2 0 1 4

月・木
火・金

川中島・荒屋・八田・東町・長塚・仲町・西町・日の出・下平井・上平井・県営住宅・中川・山崎・松本・駅前・山岸・向田
窪中島・四日市場・広瀬・唐柏・東高橋・今井・河内・小石和・砂原・井戸・東油川・恵比寿

可 燃 ご み 収 集 日（ 石 和 ）

毎週土曜日
毎月第2第4水曜日・土曜日

小石和・上平井
山岸

ミックスペーパー・その他プラスチック収集日（石和）

※1

※2

母子健康手帳交付
（妊娠届出）

3日(月)・10日(月)・17日(月)・24日(月)・31日(月)
AM9:00～11:00受付
※交付日に都合の悪い方は、健康づくり課へご連絡ください。

石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

場所対 象種 類 日 時

診療所開設日 6日(木)、13日(木)、20日(木)、
27日(木) PM1:30～4:00受付 芦川国民健康保険診療所

種 類 日 時 場 所

地 域
内 容

可 燃 ご み ※ ※1をご覧ください

水・土

火・金

日

2
（日）

2
（日）

川中島・八田・四日市場・
広瀬

9
（日）

仲町・窪中島・県営住宅・
山崎・駅前・東高橋・
河内・恵比寿

16
（日）

日の出・下平井・上平井・
松本・山岸・唐柏・向田

30
（日）

東町・長塚・西町・今井

23
（日）

中川・小石和・井戸

全 地 域

全 地 域全地域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域 全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域二之宮・県営団地・
成田・下成田・国衙

9
（日）

夏目原・井之上・
下井之上・八千蔵・
栗合・蕎麦塚

16
（日）

金川原・尾山・
下野原・花鳥地区

23
（日）

黒駒地区

金田・小城・
北都塚・末木・
下矢作・本都塚・
国分

熊野堂・下岩下・
別田・桑戸・加茂・
寺本・枝郷

小松・国府・徳条・
鎮目

資 源 物

粗 大 ご み
有 害 ご み

ミックスペーパー
その他プラスチック

石 和 御 坂 一 宮 八 代 境 川 春 日 居 芦 川
月・木

水

1
（土）

坪井・田中・
竹原田・東原

2
（日）

東新居・狐新居・
金沢・土塚・神沢・
石・地蔵堂・千米寺

8
（土）

中尾・一ノ宮・
南野呂・北野呂・
上矢作・市之蔵・
塩田・新巻

9
（日）

月・金

土

15
（土）

月・木

土

20
（木）

月・木

土

8
（土）

15
（土）

夏目原・井之上・
下井之上・八千蔵・
栗合・蕎麦塚

1
（土）

二之宮・県営団地・
成田・下成田・国衙8

（土）

黒駒地区15
（土）

金川原・尾山・
下野原・花鳥地区22

（土）

月・木

2
（日）

全 地 域9
（日）

全 地 域20
（木）

2
（日）

マタニ
ティ
スクール

育児学級

離乳食教室

お産の経過と
体の準備

平成26年6月～7月出産予定の
初産婦 14日(金)

AM9:20～
9:30受付

第１子が平成25年9月生の保護者 18日(火)

AM9:30～
9:45受付

乳幼児におこりやすい
病気とその対処法 第１子が平成25年10月生の保護者 6日(木)

種 類 場所対 象 日 時

（小石和・上平井・
山岸を除く ※2）

予 防 接 種 名

四種混合
(ジフテリア・百日咳・破傷風・不活化ポリオ)

BCG

平成２５年3月生まれ

平成２６年１月生まれ

平成１５年3月生まれ

平成２３年3月生まれ日本脳炎1期
麻しん・風しん混合1期

ヒブ
小児用肺炎球菌

二種混合2期（ジフテリア・破傷風）
平成26年2月生まれ

平成２５年3月生まれ

ロ　　タ
水　　痘
流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）

石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

PM1:00～
1:30受付

4カ月児
健康診査

平成25年11月1日～11月16日生 11日(火)

平成25年11月17日～11月30日生 25日(火)

10カ月児
健康診査

平成25年5月1日～5月13日生 12日(水)

平成25年5月14日～5月31日生 19日(水)

平成24年8月2日～8月14日生 5日(水)

平成24年8月15日～8月31日生 14日(金)

平成24年1月13日～1月31日生 20日(木)

1歳6カ月
児健康診査

3歳児健康
診査

5歳児健康
診査

平成21年3月2日～3月15日生 7日(金)

平成21年3月16日～3月31日生 13日(木)

平成22年11月27日～12月14日生 4日(火)

平成22年12月15日～12月31日生 18日(火)

2歳児歯科
健康診査

7
（金）

統一共選所駐車場
（JAフルーツ山梨春
日居支所裏）
【桑戸地域対象】

8
（土）

春日居スポーツ広場
【鎮目地域対象】

11
（火）

徳条石尊神社西側
【徳条地域対象】

12
（水）

別田ちびっ子広場
【立川地域対象】

13
（木）

国府公民館前駐車場
【国府地域対象】

14
（金）

小松地区資源物回収場
【宮川地域対象】

16
（日）

市役所春日居支所
北側駐車場
【春日居全域】

※対象者には、後日予診票・契約医療機関等の詳し
いお知らせをします。接種時期等の内容をよく
確認し、契約医療機関にて予防接種を受けてく
ださい。
※他市町村より転入された方、予診票のない方、合
併前の予診票をお持ちの方は、健康づくり課ま
でご連絡ください。
※6月から大人の風しんの予防接種の費用補助を
行っています。妊娠を予定または希望する女性、
妊婦の夫が対象になります。接種を希望する方
は健康づくり課 までご連絡ください。費用補助
の期限は、平成26年3月31日までです。平成
26年4月1日以降接種
される場合は、自費で接
種してください。

※子宮頸がんの予防ワクチ
ンの接種については、積
極的にはお勧めしていま
せん。接種にあたっては、
有効性とリスクを理解し
た上で受けてください。

通知発送対象児

定
期
予
防
接
種

任
意
予
防
接
種

M E M O
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